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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（松尾徹郎君） 
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日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、６番、平野久樹議員、２１番、古畑浩一議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

１０日に引き続き、通告順に発言を許します。 

畑野久一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 〔２６番 畑野久一君登壇〕 

○２６番（畑野久一君） 

おはようございます。 

事前に提出いたしました一般質問通告書に基づきまして、私はこの機会に新市の主要施策の展開

と、市長の地域振興プランの取り組みの２点について、米田新市長にお伺いいたしますので、市長

の歯切れのよいご答弁をお願いいたします。 

まずもって米田市長におかれましては、１市２町合併に伴う初代市長の座を、３候補で目指した

選挙戦を見事大差で勝ち抜き、大変多くの市民の信託を受けてご就任されましたことに対し、古い

友人の一人として祝意を申し上げます。 

去る３月１９日、新糸魚川市がスタートいたしましたが、市長は今次６月定例会初日の就任あい

さつで述べているとおり、合併した当市は今後の市政運営にあたって、避けては通れない主要施策

と課題が山積していることも事実であり、米田市長の今後の行政手腕に期待する多くの市民に、ぜ

ひ応えていただきたいと思って、今回は主要施策の取り組み構想について伺うものであります。 

旧２町はともかく、最近の旧糸魚川市の場合、とかく主要施策についてはトップの先送り姿勢か

ら、行政の停滞局面が数多く見られました。新市においては市長のリーダーシップと、特に役付き

職員の積極かつ果敢な姿勢により当市の行政目標を明確に定め、行政、議会、市民による一体的取

り組みの展開が重要であり、これが新市発展のかぎと思い、以下、４項目について質問いたします。 

大きいタイトル１、当市における下記主要施策取り組み構想について伺いたい。 

(1) 総合計画策定段階における議会筋との連携調整について 

(2) 市町合併に伴う未調整課題の調整作業体制について 

(3) 市内第３セクター会社への当市の基本的かかわりについて 

(4) 松本糸魚川地域高規格連絡道路の市内ルート等の検討体制について 

次に、２点目は、市長選挙において米田候補の政策ビラにありました、いわゆるマニフェストの

中に、幾つかの地域振興プランが掲げられていました。私も市議選を通じ自分なりの政策を訴え、

広く市民の支持を求める中で、市長と共通する政策項目が数多くありました。 

私は市議選において、重点的に訴えた政策項目は、①住民の一体感の早期醸成、②産業振興と若

者雇用の増大、③子育て支援策の充実・強化、④高齢者福祉の整備、⑤東バイパスをはじめとする
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交通ネットワークの強化などでありました。 

市長はこうした政策について、今後の市政運営の中で、どう具体的に展開を図ろうとしているの

か、この機会にその基本方針を、次の５項目の地域振興プランについてお伺いいたします。 

タイトル、市長の地域振興プランのうち、下記計画の今後の展開方針を伺いたい。 

(1) 「産業創造振興機構」について 

(2) 「健康づくりシステム」について 

(3) 「保育サポート制度」について 

(4) 「子どものびのび館」について 

(5) 駅直近の中心市街地に核施設について 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。畑野議員の質問にお答えいたします。 

まず、１番目の１点目、総合計画策定段階における議会等の連携調整についてでありますが、議

会初日のあいさつで申し上げましたように、来年９月を目途に総合計画を策定することといたして

おり、その間、総合計画審議会での審議や、各地域の地域審議会からのご意見等をお聞かせいただ

くとともに、議員の皆様方のご意見やお考えをお聞きしながら、その内容を計画に反映させていき

たいと考えております。 

次に、市町合併に伴う未調整課題の調整作業体制についてのご質問でありますが、１,２００件

の調整項目について８つの専門部会と２８の分科会で協議、調整を行っており、現行のまま新市に

引き継ぐもの、合併後に調整をするもの等に分類し、調整基本方針を定めてきたものであります。 

主要事業については、合併協議会で審議をいただいてきたところであります。この中には、新市

移行後に調整するとした未調整項目もあることから、担当課での事務事業の調整を基本に、総務課

に配置した合併担当職員とともに対応いたしております。 

なお、主要な調整項目については関係者の意見を聞き、議会の皆様とともに協議しながら、調整

を進めてまいりたいと思っております。 

３点目の市内第３セクター会社への当市の基本的なかかわりについてでありますが、当地域の第

３セクターは観光など地場産業の振興、まちづくり事業の推進、地域住民の雇用の場の確保等を目

的に設立されたもので、現在、市が資本金など２分の１以上を出資している法人は、能生地域の株

式会社能生町観光物産センターと、火打山麓振興株式会社、青海町の株式会社親不知企画がありま

す。また、資本金の４分の１以上を出資している法人には、糸魚川地域の糸魚川タウンセンター株

式会社があり、それ以外の法人には株式会社タブの木、協栄観光株式会社があります。 

第３セクターの取り扱いについては、合併協議の中で現行のまま新市に引き継ぐ方針をご承認い

ただいてるところであります。第３セクターはそれぞれ独立した事業主体であり、その経営は自助

努力によって行われるものでありますが、経営方針や経営改善等にかかわる行政とのかかわりにつ

いては、特に、２分の１以上を出資している法人に対して、取締役等の役員として経営に参画いた
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しております。なお、２分の１以上を出資している法人については毎事業年度、政令で定める経営

状況を議会に提出することになっております。 

４点目の松本糸魚川地域高規格道路市内ルート等の検討体制についてのご質問でありますが、松

本糸魚川連絡道路の取り組みの基本的な私の考えにつきましては、先般、甲村議員にお答えしたと

おりであります。 

この道路につきましては、本年３月の調査区間の追加指定を受け、県境部分の３キロメートルを

残し約１７キロメートルが調査区間となり、新潟県において整備手法、環境影響調査やルート選定

なども含めた調査を進めていただく予定となっております。 

また、平成１５年５月の地域高規格道路の構造要件見直しにより、既設道路との平面交差や現道

活用が可能となりましたことから、今回、追加指定とされた道路を含めた道路整備やその活用につ

いて、地域全体の中で検討していくことが必要であると考えております。 

現在、既存の組織を含め、広く住民の皆様からご意見をいただくための手法について、糸魚川地

域振興局地域整備部と協議を行っており、議会のご支援をいただきながら、今後ともさまざまな機

会をとらえ、整備促進に努めてまいる考えであります。 

２番目のご質問の地域振興プランの今後の展開方針については、１点目、産業創造振興機構につ

きましては、甲村議員の質問にもお答えしたとおり、仕事と仕事のつながりを強めて、異業種間の

連携強化を図るため、商工会議所、商工会、地元企業が、行政と協力体制をより強化し、地域産業

のさらなる発展に努めていかなければならないと考えております。 

また、農業関係におきましても、県と連携をしながら一定の地域をモデルとして、住民参加によ

る地域振興プランを策定したいと考えております。地域独自の資源を組み込んだ総合的な産業の創

造に、地域をあげて取り組んでいきたいと思っております。 

２点目の健康づくりシステムにつきましては、元気で長生きをするための健康づくり活動を、推

進することを目標としているものであります。 

初日に松田議員への答弁で申し上げた３つの重点項目を中心に、現有施設を活用して健康づくり

に取り組んでまいりたいと考えております。 

３点目の子育てサポート制度についてでありますが、子育てを支援する事業の１つとして、育児

の援助が必要な方と、育児の援助をしたいという方を結びつけるものであり、仕事などのためにお

子さんを預けたい場合、子育ての終わった方や高齢者の方など地域の人材を活用して、育児の援助

をする制度であります。お預かりする場合につきましても、支援者の自宅だけではなく、地域の空

き施設や既存施設を有効に活用することといたしており、また、定員等などについても、従来の保

育施設の枠にとらわれず柔軟に対応し、長時間保育や３６５日保育を実施したいと考えております。 

４点目の子どものびのび館についてでありますが、子どもたちと世代の異なる高齢者が、いつで

もだれでも集い憩える場として、自然の中で余暇を過ごせる広場や、天候の悪いときでも子供たち

がのびのびと遊べる施設を、地域の既存施設を活用することで環境整備を図りたいと考えており、

子育てサポート制度と子どものびのび館とともに、地域のニーズを把握をした上で検討してまいり

たいと考えております。 

最後のご質問の、駅前直近の中心市街地に核施設についてでありますが、平成２６年度の末に北

陸新幹線が完成しますと、糸魚川駅は新幹線駅では海に一番近い駅となるわけでありますので、こ
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の特色を生かし、海へのアプローチとして、また、中心市街地の拠点として、市民をはじめ市外の

訪問者に対しても、シンボル的な核施設が必要であると考えております。 

しかしながら位置や施設、スペースの問題、また、どんな施設が望ましいのか。今後、関係する

皆様方とともに協議をし、検討してまいりたいと考えております。 

以上のご質問にお答えしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長から答弁をいたし

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

訂正をさせていただきます。１項目目の３点目の中で、本来でありますと「青海地域の株式会社

親不知企画」と言わなくちゃいけないとこを「青海町」と言いましたので、「青海地域」と訂正を

いただきたいことを申し上げて、お詫びさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

それでは、以下、２回目以降の質問に入らせていただきたいと思います。 

主要施策の方でございますが、１つ目の総合計画の問題でございますが、招集のごあいさつの中

でも市長から、１８年９月をめどに策定をしたいと。これは合併して建設計画はあるけれども、や

はり議会の同意を求める案件として、また、向こう１０年間、当市はこれからどうまちづくりをや

っていくかということになると、極めて重要な課題であり、私もそう思いますし、ある人に言わせ

ると、米田市政スタートの最大で最初の大きい仕事ではないかと、私もそう思っております。 

そう思っているとき６月２日に都市計画審議会がありまして、たまたま新しい都市計画審議会、

前もそうだったんですが、副会長の長岡技術科学大学の中出文平教授から都市計画審議会の後、小

一時間にわたって都市計画をめぐるもろもろのお話、ご講演をお聞かせさせていただいたわけでご

ざいますが、教授のお口から出たのは、やっぱり地方自治体にとりまして総合計画というのは、そ

の自治体の憲法である、根幹をなすものであると、これをたしか２回ばかりおっしゃっておられた。

なるほど、やっぱり総合計画というのは自治体にとっては背骨であり、また、油分であり、血管で

あり、主要な行政の指針だと、このように考えてます。 

そういうことだけに、ぜひひとつ市長の政策というか、行政の考え方も随所に入れた、立派なひ

とつ新総合計画、いわゆる１０年間の構想と前期・後期に分けての５カ年計画と、こういうふうに

理解していきたいんですが。 

ただ、私がちょっと懸念するのは、来年９月をめどと言われておりますが、少なくとも来年９月

においては、基本構想は議会に提出したいということだと思いますが、先般、新聞等で見ておりま

すと、泉田知事は国会議員に、来年度の県の重点項目を既に説明しとるんですよね、この時点で。

１８年９月までにつくるということは、糸魚川市の１９年度の予算編成には十分間に合うし、それ

でもいいんですが、県とか国への要望項目との絡みを考えた場合、９月というと遅いんじゃないか

と。ただ、全部できなければ、県・国への要望行動は一切できないということではないので、その

前にも７割、８割できた時点で。これは要望、陳情の時期というのは、極めてタイムリー性という

ものが必要なわけですから、国・県の次年度の予算編成の骨格が決まってから、のこのこと県へ行

ったり、国へ行ったってだめなわけですね。その部分を私は懸念するんですが、どのようにお考え
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か。いや、大丈夫、運営の中で十分対応するというのかどうか、第１点目としてお聞かせいただき

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご指摘の点でございますが、そのようなご懸念も当然あられると思います。ただ、今までの総合

計画におきましても、同じようなことをしておられたかなと思うわけでありますが、全部まとめ上

げれるまでは、一切出さないということではなくて、まとまる段階の中で、ある程度の修正した部

分について、お諮りをする部分もあったりもいたしておるわけでございます。そして、それが議会

の皆様方、また市民、市民以外の方々にもご提示をしながら、そのような形で進めてまいりたいと

思っておるわけであります。そのようなことから、その点でもチェックもしていただけますし、ま

た、当然課題となっておる問題であったり、そういったものは当然上部である国や県に、その旨を

また協議をする部分も出てこようかと思いますので、そんなところでチェックが、また、そういっ

たところで要望等が、出していけるのかなと思っておるわけでございますが、どうあれ９月をひと

つの目標にさせていただきながら、それに向けて進めてまいりたいという考え方でございますので、

よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ぜひその辺も十分配慮していただきたいと思うんですが。というのは、これ１２年につくった前

の糸魚川の、基本構想はその前にできておりましたから後期基本計画、これをペラペラめくってみ

ますと、当市の向こう５年、１０年の間に大変大きい課題があると。 

特に、交通ネットワーク等の整備について、いろいろ見方を掲げていますね。このときは、まだ

そういうことが目の前にあって、時期を逸しないように前向きに、市政発展の起爆剤として取り上

げていきたいという。ある程度、抽象的な部分もあったんだけれども、考えてみますと、これから

５年、１０年の間というのは、もう新幹線はごらんのとおりどんどん仕事が進んでおりまして、

５年間の間に骨っぽいところはほとんど終わるんじゃないかと。 

あるいはぜひ東バイパスもあれだし、あるいは松糸高規格道路のルートも、後でまた出ますけれ

ども決定がなされて、いよいよ最後の整備区間への昇格運動というのが本格化してくる。姫川港も

５８０万トンというとてつもない取り扱いをやって、今浚渫しながらでは港内は大変窮屈で心配さ

れておる。 

こういうことを考えてくると、本当に今度の総合計画の策定というのは、しかも合併だ。当市の

向こう５年、１０年の基礎を固める極めて重要だと。このように考えておりますので、ぜひ庁内は

もちろんのこと、各界各層のご意見を十分お聞きしながら、あわせて議会筋と遺漏なき対応で、立

派なものをつくっていただきたいと、このように考えるわけです。 

そこでちょっと２つだけ、事務的なことをお聞かせいただきたいんですが、この従来の旧糸魚川
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だとか、総合計画のほかに地域別計画があったんですが、今回も地域別計画というのを、恐らくつ

くるんじゃないかなと思いますが、旧糸魚川の場合は昭和２９年の旧町村単位を、地域別というふ

うに区割りしとったんですが、もし地域別計画をつくる場合、今度合併した旧能生町さん、旧青海

町さんの区分けをどんなふうに。いや、そんな地域計画を考えていないというんだったらいいんで

すが、区分けを考えているのか、これが第１点。 

それから富山市も最近合併したんですが、やはり当然、新総合計画をつくらんならん。審議会全

体で論議するのも大事だけれども、例えば教育問題とか福祉問題、産業といった分野別部会を設置

して、それで多面的、多角的に検討をするということが報道されたんですが、これから審議会がス

タートして、実際論議する過程において、そういうお考えがあるやなしや、この２点だけちょっと

お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今ほどのご指摘でございますが、畑野議員同様、私もやはり大局で総合計画基本計画、基本構想

は進めていかなくちゃいけないんでありますが、しかし、それだけで私はいけないわけであると思

いますし、地域の大きな課題、また、そういったところをその中に織り込む中で、やはり決めてい

かなければ、また、進めていかなくては、本来の基本構想、基本計画ではないかと私は思うわけで

あります。 

そんなことから、ぜひともそういった方向で、私としてはやっていきたいと思いますし、また、

分野別の今のご提案、私は非常にこれは有効だなと思っております。そういったところもこれから

その手法の中に、取り入れていく１つの大きな事柄であってもいいなと思っておるわけでございま

す。 

その細かい部分につきましては、今また担当課から説明いたしますが、私の考えといたしまして

は、従来のような考え方でいきたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

ただいまの質問のまず地域別の計画でございますが、事務段階でもそういった計画が必要か、必

要でないかといいますか、今言われているのは要は一体性とかという問題もあって、どうなんだろ

うかという議論、そんな議論もしておりますが、今市長が申し上げましたように、そうした地域別

の計画についても当然考慮していくと。どの程度まで細分するかについては審議会の皆さん、また、

議会の皆さんともご相談をさせていただきながらと思っております。 

それから、もう１つの分野別については、審議会が今３０人ぐらいというふうに想定しておりま

して、非常に人数も多うございますので、なかなか発言ができづらい方もおられるというふうなこ

とも考えますと分野別。ただ、最初は分野別でなくて、全般にわたって細分化した後、分野別とい
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ったようなことも審議会の中で、相談しながら進めたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

(2)番目の未調整事項の方へ入りますが、ご検討をされておるわけでございますが、私がここで

お聞きしたいのは、いわゆる庁内で専門委員会かプロジェクトチームをつくって、助役あたりをト

ップにして詰めて、そしてある程度方向性が出たら議会へそれなりの報告、あるいは検討していた

だいて、じゃあ未調整課題をこうしたいんだというふうにやるのか、総合計画みたいなので、前段

はそういう庁内でもちろんな検討しといて、ある程度大きい未調整課題については、方向性ができ

たら市内の有識者から集まっていただいて、もう一度各界各層の皆さんのご意見を伺って。前の場

合は任意協、法定協とあったんですが、今度はないわけですからそういう足どりを踏むのか、その

辺について、まず第１点お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

合併後の未調整事項、まだ全体の中では１割ぐらいが未調整となっておりますが、中には全市に

かかわる大きなもの、あるいは庁内で処理できるもの等があるわけですが、１つは新しい予算に反

映するようなものについては庁内の中で検討をし、決められるものは決めさせていただきたいと。 

ただ、やはり広く皆さんの意見を聞くようなことを、具体的に話が前からも出ておりますが、嘱

託員制度とか消防団の組織、あるいは公民館のあり方、これらについては広く市民にかかわること

でありますので、庁内で検討をし、さらには関係者とも話をし、議会にご相談をしながら進めてい

きたいということで考えておりますので、時間のかかるものと早急に決められるものとを分けなが

ら、対応していきたい考えでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

私も基本的に、今の総務課長のお考えと大体一致するんですが、いわゆる未調整事項の中でも補

助金とか委託料とかという金額的なもの、その辺についてはある程度事務的に、多少３年とか４年

の過渡措置をとりながらやっていけばいいんですが、いわゆる制度上の問題、一番大きいのは法定

協でなかなか決着できなった市民法人税をどうするかという問題とか、今課長からお話があった公

民館制度の問題、あるいは学校給食の問題、あるいは保育園の問題ですか、民営ばっかりのところ

と、幼稚園もやってるところもあるし、へき地もあるし民間のところもあると。あるいは私の地元

みたいに、下早川保育園の場合は公設民営というやり方もあるわけですが、この辺も多種多様のが

あって、それはそれでいいかもしれんけども、それにしてもあまりにもいろいろあり過ぎるという。
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そういった点を考えた場合、やっぱり制度的な問題について、幅広く関係者の意見を聞くというこ

とも大事じゃないかなと思っていますので、ぜひその辺はご検討をいただきたい。 

と同時に、ちょっと私は法定協で論議したかしらんけれども、例えば旧糸魚川市で政策推進体制、

あるいは課題の１つのバックボーンになっていた、いわゆる交通ネットワークビジョンとか、海と

のふれあい構想があって、それに基づいていろいろ施策を取り組んできた。これは合併と同時に、

もう失効したという意味なのか。いや、例えば交通ネットワークの場合なんか、東バイパスはいよ

いよ能生と一緒になれば大事になってくるし、西バイパスと当時言っていた姫川橋の架け替えの問

題、これは青海との連携というのはいよいよ大事になってくる。こういう辺は、今具体的に２件な

んですが、見直しになるんですか、あれはいったんなくなって、合併と同時に今度は新しい視点で

つくられるのか、そこをちょっと一言だけお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡建設課長。 〔建設課長 吉岡隆行君登壇〕 

○建設課長（吉岡隆行君） 

お答えいたします。 

ご質問で具体の事例として交通ネットワークビジョン、それと海とのふれあい構想の２点があげ

られたわけでございますが、ご案内のように旧糸魚川市においてつくられたものでございます。こ

のようなことから、私ら合併に伴います建設分科会におきましても、今後、新市におきましては、

交通ネットワークについては新市の中の体制の中で新たなものとして、題名とか中身は別にいたし

ましても、交通ネットワークの総合的な政策立案をすることは、大切であるというふうにとらえて

おります。 

また、海とのふれあい構想についてでございますが、これも先般の一般質問でも若干お答え申し

上げましたが、今度新市になりましても、海岸線が非常に長大になったわけでございます。ただ糸

魚川ローカルだけでの話ではないというふうに考えておりますので、この件につきましても防災の

面も含めた中で、そのまま旧糸魚川地域であった海とのふれあい構想のような内容のものになるの

か、あるいは先般のご質問でもお答え申し上げた防災、砂防という意味、そういう意味での市土、

市の土地を守る、安全、安心を守る視点での取り組みというのも大切でないかということから、海

にかかわる政策というのも全市的な、統一的なものをつくる必要はあろうかと、このように考えて

おります。また、担当課だけではなく、全庁的な取り組みになろうかとも推測してるところでござ

います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ひとついいものをつくって、遅滞なきように進めていただきたい。 

三セクの問題でございますが、これはとかく地域の産業、観光等を、民間の英知と資金を投入し

ながらやっていくという手法で、全国各自治体でもあるわけなんですが、現実の問題としてこうい
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う時世では、悪戦苦闘しとるのは事実だと思っております。 

したがって、私は持論として法定協の中で、せめて３首長の中で今ある三セクを今後どうしなけ

ればならないか、三セクのあり方だけでも、一定の考え方をまとめておくべきじゃないかというこ

とを再三申し上げたんですが、なかなかしゃきっとした返事がなかったわけでございます。 

市長に今度バトンタッチしたわけですから、この辺については。何か先般、上越の一般質問でも

出たようなんですが、ある程度、３年、５年ぐらいの間に一通りの見直しをした中で、機能を果た

したものは機能を果たした、あるいは現状でいくべきものはいくし、さらに発展、強化せんならん

ものはするべきだと、あるいは統合すべきものは統合。統合っちゃ簡単に言えないんですが、そう

いういわゆる三セクのあり方等について、本格的に腰を入れてご検討する考えがあるやなしや、お

聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさに議員ご指摘のとおりだ思っております。非常にこの三セクの取り扱いについては大きな問

題、課題があろうかと思っております。しかしながら、やはりこれを設立したひとつの経過をたど

っていきますと地域振興という形の中では、やはり必要欠くべからずの施設ではないかなと思っと

るわけであります。その辺を、どのようにこれから運営していくのか、また、これを取り扱ってい

くのか、行政とかかわっていくのかというのは、大きな課題だと思っております。でありますから、

あるやはり時限になるまで現状でいくのか。そしてそのときには、今議員ご指摘の３点になろうか

と思いますが、そういったところを、やはり見きわめていかなくてはいけないかなと思っておりま

す。 

今現在、そのまま新市に引き継がれておるわけであります。何度も言いますが、そういったひと

つの経過というものを踏まえた中で、対応していかくてはいけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

なかなか三セクというのは、それぞれの地域の事情、あるいはまたつくったときの背景、経緯が

あるから、一概には言えない難しさがあるわけなんですが、とかくある三セクによっては、最大の

出資者でありながら、もう任せるわ、行政は経営ノウハウがないんだから、はいどうぞというよう

な部分があるんだけれども、しかし三セクの意義というのはやっぱり行政はしっかりと、少なくと

も出資応分のやっぱり責任もあるし、また、それは何も出資金に対する市民への責任だけじゃなく

て、そのことが地域振興にどう役立つか、貢献するかという問題もありますので、あんまり三セク

だからそちらの方に云々じゃなくて、やっぱりある程度の応分の介入っちゃ何ですけれども、責任

をもった対応、対処というものをやっぱりやっていっていただきたいなと、このように考えており

ます。 
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(4)の松糸道路の問題でございますが、改めて申し上げるまでもなく平成６年１２月１６日に、

松本・糸魚川間が候補路線として指定され、それから平成１０年６月１６日に計画路線として格上

げされて、その翌年、これは早かった１１年１２月１７日、忘れもしませんが平岩付近から根知ま

で８キロ区間が今度は調査区間に指定されて、この勢いで根知からいわゆる北陸自動車道、あるい

は姫川港へタッチする間が、調査区間に指定されるものと思っていたけれども、その後、紆余曲折

があって、ようやく３月末になされたと。 

そういうことを考えた場合、ある程度は前進だと思いますが、やはりここに書いてあるように、

市内ルートに対してどう取り組むのか。いわゆる私は旧糸魚川の議員の場合は、時の特別委員長、

副委員長のお計らいで、県の担当室長から糸魚川へ来ていただいてご説明を受けたんでは、根知か

らは姫川右岸、大野側で１つ、それからもちろんもう１本は、１４８号線の現道を改良する１本、

もう１つは真っ直ぐ今井側に突き抜けて水崎というか、あそこで橋を渡って北陸自動車道にタッチ

すると。こういう３本のルートを考えとるんだと、こういうことのご説明があったわけなんですが、

いよいよ調査区間になったし、私たち当時の糸魚川議会筋としては理事者に、なぜ糸魚川市内とし

ては３本は３本でいいけれども、３本だったら糸魚川市の現状と将来からして、右岸でいくべきだ

とか、左岸でいくべきだとか、そういう考え方は調査をもっと積極的にやらないと、すべて県任せ

だ何だというような姿勢では、だめなんじゃないですかということを再三申し上げてきた。 

今度の恐らく米田市長は、その辺を十分配慮した中で、住民の意向をお聞きしながら、県との連

携、調整を十分配慮してくれるものと思っておりますが、これはやはり早く一定の方向づけをしな

いと、１番で申し上げた総合計画の地域別の計画をつくった場合、今井側を通るんだったら、今井

の地域計画には相当の影響を及ぼす。もちろん大野側を通るんだったら大野地域へもちろん、また、

根知の袴岩へ出るんだったら、根知のあの周辺の根小屋の辺をこれからどうするかと。出方によっ

ては小滝のヒスイ峡を中心とした、高浪の観光にどう影響するかと、こういう大変大きなかかわり

がある。 

と同時に、もう１つは平岩から根知までの長大トンネル、これは何かお聞きすると、５キロ以上

のトンネルは金額的にも防災上からしても県の力量を越えたトンネルで、とても考えられないとい

うことも明確に言われとるんですね。このトンネルの問題と、それから下流の姫川の右岸なのか、

左岸なのか、その辺に対する地域の合意をどのような形でつくり上げていこうとするのか。まだ構

想だけで結構ですから、市長のお考えがもしある程度あったらお聞かせいただきたい。まだ今その

辺については、これからの検討課題だということだったら一言で結構です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

松本糸魚川地域高規格道路につきましては、議員ご指摘の今の課題を、私も同じく考えとるわけ

であります。私もその沿線に住んどるわけでございまして、ルートにつきましては、これは従来の

高規格の目的を達するものであり、また、ルートによっては、逆に言えば１４８号の一部改良に終

わるのではないかなという、非常に両性を持った今は状態じゃないかなと思っております。 
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私といたしましては、この糸魚川のまちづくりに大きくかかわるこの道路について、どのように

進めていくか、市といたしましてもそれなりのやはり考えを、お示ししなくちゃいけないときであ

ろうと思っております。確かにこれは国の事業、そして県が進める仕事だととらえて、お任せする

わけにはいかないなという部分もあります。ただ、私といたしましても、その地域の把握というも

のもまだできてない状況であるわけでありまして、今の段階では住民、市民は一人ひとり違う考え

を持っておる状況ではなかろうかなと思っております。そんなところをやはり市といたしましても

早急にまとめていき、それをどのようにその計画の中に入れさせていただけるかというところが、

今与えられたひとつの課題だととらえているわけでございまして、議会の皆様方、市民の皆様方の

ご意見を聞く中で、早めに糸魚川市としての考え方を、まとめていきたいという気持ちでございま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ありがとうございました。 

１１年１２月１７日にわずか１年そこそこの間で、計画路線から８キロ区間が調査区間になった

とき、当時の糸魚川土木の所長は剣持さんですか、それから計調課長は勝山さん、ことしの春に退

職されたそうですが、そこともう連日のごとく行政、あるいは議会の特別委員会も連携、調整をや

ってきたのが、ひとつある程度結んだんじゃないかなと、こんなようなことを考えております。そ

うであるならば米田市長は、我々と議員時代この小谷とか大町との首長、あるいは議会の首脳者と

も十分なパイプもありますし、県・国とのパイプもあるわけですから、ぜひそれを生かしていただ

いて、この事業が当市の将来の発展の大きな背骨になるように、ひとつ取り組んでいただきたいこ

とを一言申し上げて、２番目に入らせていただきます。 

産業創造振興機構、これは初日、２日目の一般質問である程度聞きましてわかったんですが、じ

ゃあこの中には地元の農業とか地域とか既存のあれで、この中にはいわゆる新たな企業誘致とか、

産業を興すというような部分も含まれているのかどうか、これが１つと。 

今度の泉田知事は経済産業省出身で、雇用とか産業に対しては相当の関心を持っとるというふう

なお話を承っておりますので、この問題の展開の仕方によっては、非常に県との連携が強くとれる

んじゃないかなと思いますが、新たな雇用と税収対策も、もちろん含まれたものであると理解して

いいのか、これをちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

産業創造振興機構のやはり大きなひとつの目的は、雇用の促進、若者定着が大きな目標になっと

るわけであります。そんなことから今、私は一番厳しい経済状況の中で企業誘致というものが、非

常に厳しい枠であることも承知しとるわけであります。そのことから、特に地域振興の中において

は地場産業の育成、地域特性を生かした、また、地域特産を生かしたものにもっていくという方向
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であるわけでありますが、しかし企業誘致も、やはりこれは１市２町が合併したときを考えてみま

すと、旧能生町におきましても、きちっとした場所を持っておるわけでございまして、また、当然

旧糸魚川市、旧青海町でも、そういうものも構えておることでもあるわけでございますので、それ

についても進めていきたいと思っております。 

先般、泉田知事とお会いさせていただいて、いろいろ話をさせていただく中におきましては、そ

のようなことを感じるわけでございますが、しかし、それとてもただお願いしますではいけない。

自分たちはどのように今、労働環境を持っておるのか、そしてその土地をどのように持っておるか

というものも、きちっとまとめていかなくてはいけないなと思っておるわけであります。 

ただ、今までの中のつながりの中では、当然引き続きお願いしてございますが、再度行くには、

そういったところもきちっとしたまとめ方をしていかないと、切りかえされたときに答えられなく

ては、やはりこれはもう次に進めていただけないというふうにとらえておるわけであります。 

前段のご質問にありました基本構想、基本計画というものも含めながら、これからそういったと

ころも進めていきたいと思っとるわけでございますので、ご理解いただきたい思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ぜひ提案型で、上へあげる場合は持っていっていただきたいと思います。 

健康づくりシステムについては、これも前段の一般質問の中でありましたが、確かにお年寄りは

長寿というのはいいわけですが、やっぱり元気で自分の身のまたじはできるというもとでの長生き

というのが前提ですから、これから介護保険の制度等でも、その辺に力点を置いていくそうなんで

いいんですが、拠点整備の中で、これは今、須沢にある前の焼却施設の廃熱を利用した、これにつ

いてもう少し今風で、また幅広い、精神的にも肉体的にも、いろんな意味でのリフレッシュできる

ようなものを考えとるということで確認していいのか。 

どうも青海の、私、今なんか頭が混乱するんですが、田海にある総合健康会館ていうんですか、

それから八久保にあるのが総合福祉センター、須沢にあるのが福祉センター、ところが今度は総合

福祉センターを考えている。どこをどうするのかちょっとわかりづらいんですが、その辺をちょっ

と明らかに、もう１回教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今その福祉、健康増進の拠点と言っておりますのは、今ある健康福祉センターというとらえ方で

あります。議員ご承知のとおり、旧広域行政組合で管理をしていたわけでございまして、設立目的

はご存じのとおりであるわけでありまして、健康に関心をもっていこうという形で建てられたわけ

であります。しかし時代も流れまして、今その機能を十分果たしているかというと、なかなかその

今状況にない。これもまた議員ご指摘のとおり、周りにもそういったものが民間、また公設ではも
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うでき上がっているわけであります。だとしたら今一番面積がかなり広域にあるその健康福祉セン

ターを、今この新たな時代の中で健康づくりシステムの中の位置づけの中で、全市に発信をできる

健康増進の館として、リニューアルできないかと私は考えとるわけでありまして、再度その立地条

件のよさを、生かしていきたいと思っとるわけであります。 

これもまだまだ具体的になっとるわけじゃございませんので、そういった施設になっていけない

のかという研究も含めながら、検討をしながら進めてまいりたいと思うわけでございますので、ご

理解をいただきたいなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

(3)の保育サポート制度についてですが、先ほどの説明でも育児の援助を、空き家等を利用して

云々ということであったわけなんですが、私、平成１５年３月の一般質問で、育児保険制度をやっ

ぱり国家的な見地の中で、推進するように市長から働きかけていただきたいと、こういうことを言

ったら、ことしの５月１１日の新聞によりますと、政府の規制改革民間開放推進会議、議長は宮内

オリックス会長なんですが、少子対策として育児保険の創設をこの７月の中間報告でまとめ、

１２月の予算編成のときに正式提言するということで報道されて、大々的になされとったんですが、

やはり介護も当事者だけじゃなくて、社会的に介護をすると、全体で。やっぱり育児もそういう視

点というのは大事じゃないかなと、このように考えておりますので、ぜひその部分も含めてご検討

いただきたいんですが。 

次世代法に基づく計画を、私、見さしてもらったんですが、どこにもあると言っちゃ失礼ですけ

れども、あまり特性がない。これは私、これから考えていくべきじゃないかなと思ったのが、松本

市あたりは、市内の保育園のメインのところに保健師を専従さして、今、英語の先生みたいなもん

で、そこからあちこち行って指導すると。保育士だけじゃなくて、保育園に保健師を配置すると、

こういうようなことも既に先進市は考えとるんで、ぜひ当市も考えていただきたいんですが、その

辺のお考えがあるかどうか、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保育サポート制度につきましては、先ほどお答えいたしたとおり、非常にこれはまだ具体的にな

っとるわけじゃございませんが、しかし少子化対策といたしまして、非常に今働く環境の中におい

ては男女共同参画みたいな形、または各家庭では共稼ぎの時代に入っておるわけでございまして、

子育てができないから、子供はもうあまりつくらないでいこうというようなところもあるのではな

いか。そんなところを考えますと、この保育サポート制度なども有効に活用、生きていくのではな

いかということで、今提案をさせていただいとるわけであります。 

今ほどの議員ご指摘の部分でございますが、非常にいろんな対応をしていきたい。ただ１つの事

柄だけで、よしとしとるわけでございませんので、いろんなやはり先進事例、または皆様方の、ま
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たこれからもいろいろお知恵をお借りする中で進めてまいりたいと思っとるわけでございますので、

今ご指摘のところも当然その枠の中に入れさしていただいて、検討さしていただきたいと思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ありがとうございます。 

それから、子どものびのび館についてでございますが、これは私は３月、旧糸魚川市議会の中で

申し上げて、やっぱり雪国という宿命はこれはどうにもならない。その前後は雨ばっかり降る、悪

天候対策、冬場の足場の確保等を考えた場合、旧糸魚川の場合は児童館というのはない、大町では

もはや老朽化して、三十何年ぶりに建て替えるという行政もあるんだと。 

そういうことを主張したら考えたいということですが、これを見ると２１年までに考えたいとい

う計画になっとるんですが、２１年というとまだ大分先なんですが、何も新設じゃなくても、既存

のそういうものも利用したらどうかというのが私の前提なんですが、この児童館的なものの考えと

いうのは、やっぱり２１年までの長期的な課題というふうに考えとるのかどうか、そこをお聞かせ

ください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

次世代育成支援行動計画につきましては、１市２町それぞれ計画を策定をしております。それで

今ご質問の悪天候とか冬季間の子供の遊び場の確保なんですけれども、旧糸魚川市では平成２１年

度までに１カ所検討したいということなんですけれども、既存の施設を利用するんですけれども、

場合によっては、児童館の整備も検討したいということです。 

それから能生町につきましては、もう既に児童館が１カ所あります。それから青海町の方は逆に、

２１年度まではまだ検討しまして、２６年度から５カ年計画で実施をしたいという、そういうこと

になっております。現在、そういう計画になっておりますけれども、今後、総合計画策定の中で、

じゃあ何年度にどうするかということで検討したいというふうに考えております。 

以上です。 

すみません、旧青海町であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

我々もそうやって出るし、皆さん出るのもあれなんですが、やっぱり合併したんだからそろそろ

行政は率先して、すっきりしてもらいたいと思います。ぜひひとつ２１年ということを待たずして
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総合計画の中で、これは関係者のご要望が大変強いもんでございますので、前倒しということを十

分ご検討していただきたいと思います。 

(5)の問題でございますが、これ１点お聞きしたいんですが、市長のお考えは旧糸魚川市で中心

市街地、ＴＭＯとの関係で、公共公益施設も含めたものを考えるという計画をつくっておきながら、

市長みずから、いや新幹線の新しい問題も起きたんで、当分の間は先送りだということになって、

それとのかかわりはどういうお考えなのか、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私は単純に考えまして、この平成２６年度末に北陸新幹線ができる。それに対する糸魚川の駅周

辺はどうなるのかということを考えて、提案をさしていただいてる部分でございまして、これとて

も行政のみ先行するということではなくて、そこに住んでおられる方々、そしてまたそこで商工業

をやっておられる方々、そして市全体でどうすればいいのかという観点から立って、やはりこの新

幹線ができたら、ストロー現象で終わったと言われることのないようにやっていく部分で、やはり

この糸魚川市の、新市の駅に対して、特徴をつけていかなくちゃいけない部分でないかということ

で、大きな課題だろうということで、ご提案をさせていただいている部分でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

最後の質問になりますが、ある人に言わせれば、その先の海を囲ったらどうかなんていう話もな

いわけではないんですが、私は沖防波堤のいろいろな論議の中では、糸魚川海岸というのは極めて

全国でめずらしい、大変金のかかる地形的な海岸なんで、なかなか難しいということを再三言われ

とるんですが、市長のお考えの中にはそれは含まれていないで、あくまでも内陸で旧消防の跡地を

核に、そこを中心にしながら対応したいということかどうか、そこだけ最後にお聞かせいただきた

いと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ご指摘のとおりでございます。海岸はご存じのように、１市２町が合併いたしましたら４５キロ

でしょうか、非常に広範囲になったわけであります。やはりその海の特色も、また生かさなくては

いけないわけでございますので、これからやはり西の端から東の端まで全域をとらえた中で、海の

活用をしていかなくちゃいけないと思っておりますし、今ほど言いました新幹線の開業する。その

中で、まちづくりはどうあればいいのかというところで、とらえていただきたいということで、あ

げさせていただきました。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

これで一般質問を終わりますが、いずれにしてもきょうは総論でございまして、これから予算委

員会とか、いろんな所管の委員会等を通じながら、具体的な施策につきましてお考え申し上げ、か

つまた市長から着実な前進のある市政運営に、ぜひ力を発揮していただきたいということを申し上

げて、私の質問を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、畑野議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩いたします。１１時５分から再開いたします。 

 

〈午前１１時００分 休憩〉 

 

〈午前１１時０５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き再開いたします。 

次に、伊藤文博議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 〔１７番 伊藤文博君登壇〕 

○１７番（伊藤文博君） 

１７番、伊藤でございます。よろしくお願いいたします。 

３月に新糸魚川市が誕生し、現在は旧１市２町、３地域が協調し融和して、その土台をつくる大

切な時期であります。新糸魚川市の将来は、多くの市民の支持を得て当選された米田市長の双肩に

かかっております。５万市民は、その手腕に大きな期待をするとともに、大きな関心を持って注目

しています。スタートして間もないこの時期でありますので、具体的施策というよりは基本的な考

え方、取り組む姿勢を中心に、米田市長の新市建設にかける思いと、その覚悟のほどをお伺いいた

します。 

それでは、一般質問通告書に沿って質問をいたします。米田市長の新市経営に対する哲学といえ

るものを交えてお答えください。 

１、少子化対策について。 

少子の克服は国家的課題と言われる一方、それに対する国や地方公共団体の決意のほどは疑わし

いとも言われ、その認識以上に困難な問題であることをあらわしています。 

政府が少子の危機を言い出してから１０年以上がたち、過去２回の５カ年計画で、厚生労働省は

２兆７,０００億円の予算を投じてきました。保育所の定員増などを行ってきましたが、出生率は

下がるばかりであります。国が行うことと、地方自治体が行うべきことは違います。糸魚川市長と
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しての少子化対策へのお考えを伺います。 

① 少子化が進む現状をどのように考えておられますか。 

② 少子の大きな原因は何だと思われますか。 

③ ３人目以降の教育費の補助をどう考えますか。 

④ 少子化対策（育児支援）の対象に世帯収入や就業の有無、定員などの制約があることをど

う考えておられますでしょうか。 

⑤ 少子に対する具体的政策は検討済みでしょうか。 

質問の２点目、産業振興について。 

停滞する地域経済の中で、産業の振興は市政の重要な課題であり、若者定住の促進のためにも、

産業の振興が不可欠であります。 

次の点についてお伺いいたします。 

① 当市の産業の現状と、これまでの産業振興への取り組みをどう評価しますか。そして今後

の課題をどう考えておられますか。 

② 既存企業への支援はどのように考えていますか。 

③ 新規企業誘致についてどのように考え、具体的にはどのような支援策をとるとお考えでし

ょうか。 

④ 既存企業の新規業種への参入に対する支援はどのようにお考えでしょうか。 

以上、２点についてよろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

伊藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の少子化対策についての１点目、少子化が進む現状についてでありますが、旧市町におけ

る合計特殊出生率は、平成１２年では１.６４、１６年では１.６１と減少しており、少子化は当市

にとっても重要かつ緊急の課題であると認識しております。 

２点目の少子の大きな原因といたしましては、未婚化、晩婚化、結婚観や子供観の変化、また、

子育てをめぐる環境の変化などが考えられます。現実は、これらが複雑に絡んでおり、原因を特定

できないのが実態であります。 

次に、３点目以降の各種施策等についてでありますが、新市におきましても少子化が顕著であり

ますので、何らかの対策を講じる必要があると考えておりますが、特効薬や即効薬がないのも事実

であります。しかしながら少子化に歯どめをかけるべく、今後、新しい総合計画に具体的な施策を

反映させるよう、検討をしてまいりたいと考えております。 

２番目に、産業振興についての１点目、産業の現状とこれまでの取り組みの評価、今後の課題に

ついてでありますが、商工業につきましては、第２次産業では窯業が、製造業の中で大きな役割を

占めており、近年、市場環境の変化により出荷額が減少し、地域経済への影響を及ぼしております。 

第３次産業でも小売業や卸業の販売額が横ばい傾向にあり、経済環境が厳しさを増す中で、消費

も伸び悩んでおります。 
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また、これまでの取り組みといたしましては、地方産業育成資金等の制度融資、工場立地や商店

街による共同施設やイベント等による補助制度、製造業等の企業の新規立地及び設備の新設に対す

る固定資産税の免除などの３本柱により、商工業の振興を図ってきたものでありますが、今後、企

業のニーズを踏まえた制度の見直しも必要であると考えております。 

一方、農業関係では、昨年度に構造改革特別区域法の認定を受け、本年度から地元建設業者が農

業に参入しており、県の補助を受け農作業用の機械、農業用施設の整備などの支援を行っていると

ころであります。 

今後とも既存農家と調整をとりながら新たな担い手として、企業による農業参入を促進してまい

りたいと考えております。 

次に、２点目の既存企業への支援並びに３点目の新規企業誘致の支援につきましては、近年の経

済状況は非常に厳しい状況であるといえますが、現状の制度融資、補助制度、固定資産税の減免な

どを柱に、企業ニーズや優遇措置などを検討してまいりたいと存じます。 

あわせて情報収集や企業団地のＰＲなどを継続的に行い、既存企業の支援とともに企業誘致に努

めてまいりたいと考えております。 

４点目の既存企業の新規業種への参入に対する支援につきましては、制度融資や補助制度の活用、

さらには先進地事例などを研究し、積極的に支援を行ってまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長からの答弁もあり

ますので、よろしくお願いを申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

今ほど少子化の現状、平成１２年に出生率、合計特殊出産率ということだと思いますが１.６４、

１６年に１.６１ということで、糸魚川地域振興局の資料によりますと、平成１５年度のデータで

すが、糸魚川地域は１.７７、能生地域が１.３０、青海地域が１.７２、新潟県平均が１.３４、全

国が１.９２ということでありますが、少子化が今後糸魚川市に与えていく影響を、どのようにお

考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

まず、少子化によりまして新糸魚川市ですと、３年後には保育所の方の入所関係が影響します。

それから５年、６年後には、小学校の入学関係の数字が影響するというふうに考えております。 

ただ、今、全国的に少子化が問題になりますのは、やはり社会経済全体といいますか、それから

社会保障、年金等の影響ですね、そういうもの。それから企業並びに誘致関係、そういうものに全

体的に影響するということから、少子化が問題になってるということであります。 

以上であります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

先ほど全国平均を「１.９２」と言い間違いました、「１.２９」であります。訂正いたします。 

先ほど言いましたように、糸魚川地域と能生地域、青海地域の出生率に、大分差があるという現

状でありますが、いろいろな要素が絡み合ってという話を先ほど市長がされました。そのように、

なかなか原因を特定できないのが、この少子化だと思います。 

しかしこの問題は、国や地方それぞれの将来に大きな影響を与える問題でありますから、本気に

なって取り組んでいかなければいけないということだと思いますし、何としても数字を上げていく

努力が必要であります。今、３地域で大きく数字が違っておりますが、これについての分析はされ

ておるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

合計特殊出生率につきましては小さい市町村、人口の少ない市町村では、その出生数に多少の変

動があっても、数字の変動が大きくなるということであります。分析をさしてもらっておりますけ

れども、たまたま旧能生町につきましては、１４年度と１５年度の出生数が少なかったということ

で、合計特殊出生率にも影響が出ております。そういうことで、旧能生町の場合ですと平成１５年

度は１.３０ですけれども、１６年度では出生数が若干伸びましたので、１.８５までに復元をして

おります。そういうことで、各市町にとりましては人口が少ない関係で、非常に変動が大きいとい

うことです。 

したがいまして、この数字を比較する場合、５年、１０年単位で見てみないと、ちょっと実態が

わからないというところでありますので、ご理解願いたいと思います。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

それでは、その５年、１０年単位で比較されて、何か傾向的なものは見えてきているでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

５年、１０年単位で申しますと、やはり糸魚川市ですが、旧能生町・青海町も加えまして、合併
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したとして数字を出しますと、やはり年々とは言いませんけれども、減少してるというのは実態で

あります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

今のお答えでは数字の傾向でありまして、数字からとらえて分析されたもの。例えばこういう事

情で、こんな傾向が見られるというような分析をされているかどうかということをお聞きしたんで

すが、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

その年によって旧糸魚川市、旧能生町、旧青海町が別々に出生数が増加したり、減少したりとい

うことが起きております。したがいまして、この地域で、例えば平成何年のこの年は全体に減少し

たというわけでなくてばらつきが出ております。そういう観点から申し上げまして、出生数につき

ましてこれだから少なくなったとか、多くなったということは、ちょっと分析はできないというの

が実態であります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

分析していないということですね。できないというか、取り組んでいないということだというの

がわかりました。 

全国の産声を聞けない自治体は、２００２年に１つあったそうであります、２００３年には３つ、

２００４年以降の数字はちょっとわかりませんが、それよりも多少ふえているであろうと。今頂点

の日本の人口は、坂を転げるように減り始めます。１００年後には５,０００万人になる、

１００年前の水準に戻るというふうにいわれております。 

そして昨年の秋、国際通貨基金（ＩＭＦ）では、２０５０年の日本は、１５～６４歳のすべてが

働いても現在の労働力を保てない。成長率や経常収支は、先進国最大の落ち込みになるだろうとい

うふうにいわれています。大変厳しい状況です。 

また、この状況を改善するのが、大変困難な問題であることもわかっておりますが、今、都道府

県別の合計特殊出産率の最高は、沖縄県の１.７２といわれてますが、２.０８を下回ると人口が減

少するということです。沖縄でも全県的にいえば、人口を維持できないということになります。 

先ほど福祉事務所長が言われましたように、人口の減少は年金制度の行き詰まり、膨れる借金、

縮む消費、すなわち縮む経済という、そういうふうに少子化の波紋は、ゆっくりと経済に影響を及



 

 

－ 273 － 

＋ 

ぼしていきます。かなり思い切った支援策が必要だと思われます。今までの前例にとらわれない施

策が必要だと思いますが、その点についてはどのように認識されておるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

その点につきましては先ほど市長も答弁さしてもらいましたけれども、何らかの少子化に歯どめ

をかけなきゃならんということで、新しい施策につきましては総合計画の中で具体的な施策を考え

たい、反映したいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

今の段階で具体的に施策、支援策云々という話にはならないだろうと。そして総合計画の中で、

それが積極的に盛り込まれていくことを期待しておりますので、その点についてもよろしくお願い

いたします。 

少子の大きな原因は何かということでありますが、日本経済新聞の調査によりますと、子供をふ

やさない理由として、７６.２％が経済的負担をあげ、心理的、肉体的負担が３８.８％ということ

でありますから、経済的負担が大きなウエートを占めております。 

教育費は経済的負担の主犯格だといわれています。教育費などの子育て費用がかかる現在、夫の

収入だけでは心もとない。そして子供を生んでも仕事を続ける、子供が成長した後、また仕事を再

開したいという人が８割に達しているそうであります。平成１３年のデータでありますが、新糸魚

川市の枠でいいますと１世帯当たりの平均人数が２.９８と３人を下回っています。このように核

家族化が進んでいて、家族で子育てをする仕組みが都会並みに、崩れてきているんではないかとい

うように思われます。 

そのような中で、働く母親への支援が大変重要であろうと思いますが、この点について、具体的

でなくて考え方でよろしいので、お答えください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

第１回目のご質問でのお答えをしたとおり、非常にこの問題は以前からも取り上げられている問

題でございます。それに対して旧市、旧町では、いろいろ対応してまいってきておりましたが、議

員ご承知のとおり、なかなかこれといった手だてはない状況であるわけであります。 

私にいたしましても、今回、特に保育サポート支援という形であげさせていただいておるものも、

やはりその一環であるわけでありまして、しかし、それが抜本的な対策になるかといったら、非常

に焼け石に水の部分かもしれません。しかし今回１市２町が合併し、新たなひとつの仕切り直しで、
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基本構想、基本計画を策定する中でこういった問題、行政のみならず市民、または議員の方々と、

やはりつくり上げていきたいと思っとるわけでございますので、その辺もご理解いただきたいと思

っとる次第でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

日本ではなかなか少子化対策が功を奏していないということでありますが、フランスでは出生率

が、１.６台から１.９台にまで上がったと聞いております。２４種類の子供手当を用意しているそ

うであります。その基本的考え方は、働く女性が母になれるように、母が仕事をできるようにとい

うことだそうであります。そして出生率は、政府の姿勢と国民の支持で上がっているというふうに

いわれています。 

糸魚川市でも市長の姿勢を見せて市民の支持を得て、出生率を上げていく努力が必要だと思いま

すが、先ほどもちょっと言いましたが、先例にとらわれない、ほかでも稀な思い切った少子化対策

というものを講じないと、なかなか効果は上がらないと思いますが、この糸魚川独自の対策につい

て、具体的では当然ないんですが、そういうものを取り入れていく考えがあるかどうか、お願いし

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

議員ご指摘のとおり、とおり一遍の考え方ではいけないのも重々承知しております。そういった

中では、いろんなものを模索しなくてはいけないと思っております。 

私もいろんな情報を、いろいろと研究もさせていただいております。今ほど議員が言われました

フランスもそうでしょうし、また、スウェーデンやデンマークあたりも、非常に今出生率が上がっ

てきとるというのを聞いとるわけでございますので、そんなところもいろいろと研究しながら、こ

れは地域間競争的になるかもしれませんが、やはり糸魚川独自のものを、当然考えていかなくては

いけないと思っている次第でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

単に子育て支援ということで考えますと、母親がこの程度はやって当たり前と、日本の風習、慣

習の中で、そういう考え方をするわけです。この条件に当てはまる人には、支援策の必要がないで

あろうと、そういうふうに支援の枠が決定されてる傾向があると思います。そしてその枠組みが、

支援策の恩恵を受ける市民を制限することにつながり、いまひとつ少子化を防止できない原因にな

っているというふうにも言われております。 

少子化対策が効果を発揮する支援策としては、そういう枠を越えて、必要とする人がサービスを
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受けられる。サービスを受ける資格に障壁のない、広いケースを対象としたサービスが必要だと思

います。少子化対策にはハードルは設けない方がいい、またはそのハードルは低い方がいいという

ふうに考えますが、この点についていがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

所得制限とかハードルの関係になるわけですけれども、育児手当に代表されますように、福祉の

給付とか扶助、それから各種サービス関係につきましては、やはり所得制限や対象要件での制限と

いうものもあります。そういうことが多いわけですけれども、実際、給付等の目的が一定の生活を

維持するため、もしくは、また困窮度とか障害度を一定の水準まで克服するためのものであります

ので、もう既に充足している方とか、一定水準に達している方について対象外にするというのが、

法律上の一般的な考え方であります。また、場合によっては、給付したいんですけれども、財政的、

予算的な面である期間、一定の対象者を絞り込むというような場合もあります。そういうことです

ので、そのときそのときでやむを得ないということになりますので、ご理解願いたいと思います。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

考え方はいろいろあるんですが、少子化対策は救貧対策ではないと、生活保障ではないんだと。

ですから、施策によってその辺の区分けは必要ですよね。何でもかんでもハードルなくせばいいと

いうことじゃなくて、課長が言われたように最低限の、一定の生活水準を保つための施策というも

のと、それから少子化に対する対策として行っていくものの区分けは必要だと思います。そこの線

引きがなくなっていきますと、何事もやはりどうしても一定の生活水準の方に思いがいって、ハー

ドルがない方がいい場合でも、つけてしまうというようなことがあると思いますので、今後計画の

中でその辺もご考慮を願いたいというふうに思っています。 

そして一方、晩婚化も進んでいると。晩婚化と少子は切り離すことができないというふうに言わ

れていますが、日本人の平均初婚年齢は、２００３年で男性が２９.４歳、女性が２７.６歳という

ことで、過去最高を更新中であるということであります。 

田舎では、都会ほどではないかもしれませんが、また逆に、田舎だからこそ男女の出会いの機会

が非常に少ない、それが晩婚化の原因になっているんではないかというふうに思いますが、行政が

ここにどれほどかかわれるかというのは、ちょっと疑問もあるところでありますが、これに対する

対策に行政がかかわる、または手助けをするというようなことをお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 
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○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

先ほど伊藤議員のおっしゃるとおり、未婚の独身の方にアンケートした中では、あるアンケート

調査では、１番は、やはり適当な相手にめぐり会わなかったということですし、２番目は、必要性

を感じなかった、３番が、自由や気楽さを失いたくなかったというようなアンケート結果になって

おります。そういうことですので、適当な相手にめぐり会うという機会をつくるのも大事なことで

ありますけれども、１つには広域行政組合で、若者ふれあい事業というのを３カ年、３カ年、合計

６カ年ほどやっております。ただ、それについては事後調査をしないという前提になっております

ので、その辺は効果があったかどうかわからないとこなんですけれども、そういう事業も少子化と

いう観点から考えますと、必要があるんじゃないかなというふうに、少子化対策の担当課としては

考えるんですけれども、それについては、まだ総合計画全体の中で、その辺も含めて検討させても

らいたいと思います。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

今、適当な相手がいないということでしたが、婚外子の問題に移りますが、日本の場合は

１.９％と非常に少ないと。これは公的に結婚した場合でないと、なかなかいろいろな行政支援が

受けられない、認められないということであって、ヨーロッパではスウェーデンで５６％、フラン

スでは４４％というふうに聞いておりますが、婚外子と法的に結婚した者の中で差があるというの

も、１つ大きな要因であろうと。これは国の問題になるかもしれませんが、糸魚川市としてそうい

うことに対して、対応していけるもんでしょうか。検討されたことがあればお答えください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

婚外子については、特段検討したことはないと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

市長、あれでしょうか、今後、糸魚川市として、その問題にも取り組んでいく余地がおありとお

考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

ありとあらゆる手だてというものを考えていかなくちゃいけない中には、当然考えていかなくち

ゃいけないし、検討もしなくちゃいけないなと思っております。 

結婚観というのも非常に変わってきているのは、どちらかというと女性の方が変わってきてるの

かなというのを我々は考えるわけでございまして、やはり結婚をしていただくことが、子供の少子

化にも大きく影響があるわけでございますので、そういった中におきましては、これからの中では

行政も多少なりともかかわらなくてはいけないなと、私は今の時点で思っております。 

しかし全体的には、これは市民全体の中で考えていかなくちゃいけない問題だと思っております。

非常に個人のプライバシー等もあって、そう簡単にはいかない部分でもあると思っておるわけでご

ざいますが、しかしその部分についても、触れなくてはいけない時期にもうきてると私はとらえて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

今後、ぜひ検討の中に加えていただきたいと思います。 

旧青海町では、第３子以降の保育料の無料化を行ってきました。合併の調整の中で、時を区切っ

て廃止されるということになっていますが、合併前の協議はそれとして、改めて少子化対策として、

同様の制度を考えていく必要があると思いますが、これについてはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

先ほども申しましたとおり、第３子の保育料の免除とか、そういう大きな事業につきましては、

やはり総合計画全体の中で検討させてもらいたいというふうに考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

検討するということですが、行政の検討するは、棚上げという話もよく聞くとこでありますが、

ぜひ本当に検討していただきたいと思います。 

実際に青海では、第３子が保育料の免除を受けられるということを念頭に置いて子供をつくる。

ところが、その恩恵を受ける前に制度が廃止になるというようなケースもあって、私の方に相談が

あったりしております。今の見込みでですよ、そうなってきたときに最低でも合併前に、その時点

で妊娠をし、子供を生む見込みがあった人については、やはりこの制度の適応を受けるのが、当た

り前じゃないかというように考えますので、ぜひ総合計画の中で検討するということであるので、
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大きく期待をしております。 

そして日本の合計特殊出産率が過去最低を記録していますが、その中で２００３年は鳥取、石川、

愛媛、この３県だけが数字が伸びております。石川県知事は、１８歳未満の子供が３人以上いる県

内１万９,０００世帯に、プレミアムパスポートというものを発行し、これを飲食店やスーパーで

見せると代金が安くなるというシステムをつくったそうであります。コストは協賛企業持ちという

ことで、これは企業としての商業者も、人口が減少すると自分の死活問題であるということから、

官民一体となった取り組みであるといえますが、このような例を参考に、ぜひ糸魚川市独自の施策

というものも考えていただきたいと思いますし、同じ石川県の輪島市では子宝支援策として、不妊

治療費の年間１００万円までは通常の医療と同じく、自己負担を３割で済むようにしたそうであり

ます。それであっても、年間予算でいえばわずか５００万円。不妊治療は前向きに取り組むもので

ありまして、日本では新生児の１００人に１人が体外受精児である、４７万人が治療を受けている

といわれております。 

先日の田原議員の質問に対して、国・県の制度利用を言われていましたが、糸魚川市独自の不妊

治療支援策は、市長の少子化対策への本気の取り組みを示し、市民の理解を得て、出生率回復への

第一歩となる可能性を秘めていると思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えさせていただきます。 

先ほども言いましたが、いろいろなやはり皆様方のご意見を聞く中で、進めてまいりたいわけで

ありますので、いろんな事柄があろうかと思います。そしていろんな制度があると思います。ただ、

それとてもすぐこの当市に当てはまるか、独自のものもあるのではないかという検討も、私はさせ

ていただきたいと思っております。 

先ほどの議員ご指摘の点につきましても、我々は旧市町で行ってきた制度につきましても、今見

直しをしておる段階である部分もあるわけでございまして、やはり費用対効果というものを考えな

がら、ただ単にやっていけばいいということではないだろうと思っておりますので、その辺も含め

以前の制度、そして新たな制度、それも含めて検討をさせていただき、早めにご提示をしながら、

その少子化対策に当てていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

子育て支援を社会全体で支援するという合意が、最も大切であると言われています。先ほどの石

川県の官民一体の取り組みなど、まさにその例だと思いますが、少子化対策はすべての国民が対象

であります。団塊ジュニア世代女性に救世主になってほしいという思いは、少子化に取り組む者の

共通観念としてあると思いますが、その世代の思いを虚心坦懐に聞き届けていくことから、すべて

が始まるのではないかと。 
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元東大教授の吉川氏は、まず現状把握から始めなければならない。結果により、取るべき対策が

かわってくるというふうに言われております。少子化の陰に潜む問題を洗い出して、本気での取り

組みをお願いいたします。 

次、産業振興に移ります。産業振興については、先ほど畑野議員が詳しく質問しておりますので、

私の方はかいつまんで質問させてもらいます。 

新市建設計画に、既存企業を取り巻く環境の変化に対応した支援施策の充実というふうにありま

す。非常に響きのいい言葉ではありますが、現段階で何か具体的な支援施策が、今までとは違う支

援施策がおありでしょうか。それとも、こういう方向性でいくというものがあれば、お答えいただ

きたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

現在、旧市町で行っておる制度につきましては、議員もご承知かと思います。しかし、それでは

やはり旧態依然としたこの経済の状況を、打開はできないと私は考えております。 

しかし、これもやはり私たちはいろいろ考えてみるわけでございますが、自分たちの問題として

どこまで危機意識を持っとるか、そして自分たちはどのような制度が欲しいのかというところも、

当事者の方々ともやはり詰めていかなくてはいけない部分で、行政がすべてこういう制度、ああい

う制度という形だけで、先行を私はする時代ではなくなってきておるととらえております。 

ですから、これからはやはり官民一体となった経済の環境づくりを、していかなくちゃいけない

なと私はとらえているわけでございまして、何度も言いますが、この１市２町合併がひとつのいい

転機ととらえている中で、新しいこの制度、また新しい基本計画、基本構想の中でとらえていきた

いと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

同じく新市建設計画の中に起業家の支援というところで、海洋深層水の利活用をうたっています。

市長の私見でよろしいんですが、海洋深層水について、まだ可能性があるというふうにお考えでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

地域資源の中においては、有効なやはり資源ととらえております。それを、やはりいかに活用す

るかしないかは、これは行政のみならず民間も含めて商工業の方々、または市民も含めて、いかに

活用するかは、やはり努力しなくてはいけない地域資源ととらえております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

旧青海町議会のときに、富山県の２つの海洋深層水施設を視察に行っていろいろ説明を聞いたん

ですが、どうもこれはこの糸魚川で実施をしても、実際に産業振興にはなかなかつながりにくいん

じゃないかという、そのときの議員ほとんど全員がそのように思ったわけであります。 

今回、予算の中にも少し負担金のようなものが入っていると思いますが、実際、海洋深層水につ

いては周辺状況も見合せ、早い時期に決断をするべきではないかというふうに思います。また参考

にしてください。 

旧１市２町、３地域の特性を生かした、別の言い方で言えば役割分担を考えた産業の振興が、大

切だとも言われておりますが、この観点での市長の考えをお聞かせ願えますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

新しい市がスタートいたしました。やはり１つの市としての連携も必要でありますし、個々のそ

ういった地域の特徴、個性を生かすのも、やはり１つの方向性だと思います。事柄によっては連携

していかなくていけない問題、事柄によっては個性をさらに伸ばしていくことも私は必要だと思っ

ています。それは旧青海町、旧能生町、旧糸魚川市のみならず、これは海、山、そういったところ

も含めて、私はやはり適材適所やそういった部分で、この地域特性を生かしていきたいと思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

その３地域の個性というものについては、どのようにとらえられていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

経済的な部分でということなのかもしれませんが、一概に言えないのではないかと思っておりま

す。ただ、これは個々によっては、もう千差万別だろうと思っております。５万１,０００人の市

民すべてが、そういう見方をするのではないでしょうか。その立場、立場によって、ものの見方が

違ってくると思っております。 

ただ、行政全般で見ますれば、やはりそれなりの方向性が見えてくるのではないかと思うわけで
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ありますが、しかし私はそうでなくて、個々一人ひとりの積み重ねの５万１,０００人ととらえて

いる中で、これはとらえていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

先ほどのお答えの中に、個性を伸ばす部分も必要であるということですから、やはりそれぞれの

３地域の特色をうまく把握して、いいところを伸ばしていくということは、ぜひとも必要なことだ

と思いますので、その個性の把握というものを、ちょっと包括的な言い方になるかもしれませんが、

それを今後の検討の中に考えてもらいたいと思います。 

貴重な観光資源といわれる福来口の鍾乳洞ですが、これはかなり難しい問題であります。大きな

期待を受けている割には、ほとんど進展をみない状態が続いていますが、なかなか市民の立場、そ

して行政、それから関連企業という、それぞれの立場にいろいろ違いがあって、この観光振興、産

業振興の中の非常に大きな鍵であると思われる貴重な資源でありますが、市長はこの福来口につい

て、現時点でよろしいので、どのようにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今議員は福来口の里という１つの固有名詞をあげられましたが、私は今この市内全域に、観光資

源となり得る箇所は数多くあると思います。それが今までやはり世に出れなかったのは、いろんな

問題、課題があろうかと思います。しかし、そういった問題、課題をさらに洗い直しながら、当市

の観光の拠点となるものは、やはりしていかなくちゃいけないという考えでございまして、今議員

ご指摘の施設につきましても、そのようにとらえていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

福来口については、なかなか公式に意見を交換する場がない。それぞれ利害が違う関係、立場で。

そして関連企業にとっては非常に大切な、その企業存続の鍵となる問題を抱えておりますので、い

ろいろとそれぞれの事情を話し合って、最終的には、開発が無理であれば無理という結論を出すこ

とも含めた検討委員会のような場、行政、それから商工会、商工会議所関係、それから市民が一緒

になって検討するような調査委員会というようなものが設置されれば少しでも、どちらに向くにし

ても凍結の状態から改善へ向かっていくんじゃないかというふうに思いますので、今後検討の中に

入れていただきたいというふうに思います。 

最後に、畑野議員に対するお答えの中にもありましたが、新規に事業を興そうとしても現状では

この地域にいることが、もう既にハンディになってしまっています。志のある企業の中では、糸魚
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川市から本社をほかへ移し、営業拠点をほかに構えるなど仕事になるところ、仕事があるところへ

出て行くしかなく、資本と人材の流出は避けられない現状であろうと思います。それを改善するに

は企業人の意見を広く聞き、実態を分析し、先進地の例を調べ、かつ先ほどの少子化のところでも

言いましたが、先例にとらわれない産業振興策が必要であると思います。 

そう言いますと、あれもやっているが効果が上がらない、これもやっているがということになる

でしょう。手をこまねいているわけではないわけで、しかし実効の上がる対策が必要であることは、

もう間違いないわけであります。市長として産業振興の具体的に施策を立てて実行していく段階で、

その達成度をチェック、改善する、ＰＤＣＡという計画・実行・チェック・改善というような仕組

みづくりも必要かと思いますが、それについてはいかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

新規の起業、起こす起業ということでございますしょうか、それに対する考え方といたしまして

は、私は全般的な考え方といたしましては、標準的といいましょうか、おおよその考え方としては、

この時代、ここでは無理だろうという考え方だろうと思います。しかし、そういう考え方だからこ

そ、そういったところにやはり１つの、いろんなものが潜んでおるのではないかな。全体的に同じ

ようなものの考え方の中から、新たなものは生まれないと思っております。 

そういうことを考えますと、我々のこのマイナーだと思われるところが、逆に言えば１つのポイ

ントのある地域ではないかなというところも考えられるわけでございますから、これはどこを取り

上げ、また、どこが１つの方向だということは、私はないのではないかなと思っております。そう

いったところに着目を持つ人たちについて、支援をしていきたい部分もあるわけであります。 

そして今ほどのご質問の、どういうものを指標でしていくかということでございますが、私はた

だ単に１つの制度をつくって、それをある期間だけ、ただ単に流していくという形ではないと思っ

ております。 

先ほども言いましたが、やはり費用対効果のことを考えますと、本当にそれは市民に受け入れら

れている制度なのか、また、市民が本当に欲している制度なのかというところも踏まえて、その見

直し等もしたり、検討もしたり、その達成率も見ながら、これからは進めていかなくてはいけない

と思っておりますので。そして当初にもう１つ加えていただきたいのは、目標というものを明確に

していただいて、進めていきたいと私は思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

その具体的目標が立ったら、その達成度をチェックして、さっき言ったＰＤＣＡですね、そうい

うような仕組みづくりをしっかりしていただきたいと思います。そして、その情報が市民に公開さ

れていくということが大切だと思いますが、その点についてもう一度お願いします。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私もそのとおりだと思っております。そのような進め方を、これからはしていかなくてはいけな

い時代だと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

ここで昼食のため休憩いたします。 

 

〈午前１１時５９分 休憩〉 

 

〈午後 １時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き再開いたします。 

次に、古畑浩一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 〔２１番 古畑浩一君登壇〕 

○２１番（古畑浩一君） 

それでは通告書に従いまして、これより一般質問をさせていただきます。約２年ぶりの一般質問

ということで、かなり緊張しておりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは平成１７年３月１９日、新生糸魚川市が誕生、同年４月２４日、市長並びに市議会議員

選挙の結果、初代糸魚川市長として米田市長が誕生、そして３０名の初代市議会議員が決定をいた

しました。市長並びに議員諸兄の当選をお祝い申し上げますとともに、新市１００年の大計を決定

する大事なスタートラインに立つことの意義と、その責任を自覚して、市民の負託に応えるべく、

本日、議場に参集されました皆様を先頭に、議会、行政が一丸となって市政発展に邁進しようでは

ありませんか。及ばずながら、初代議員の末席に座することを許された私も、全力を傾注する所存

でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

さて、今回、平成の大合併により誕生した新生糸魚川市でありますが、住民本位の合併推進とい

うよりは、国の財政悪化に伴う地方分権、行政改革、広域行政推進の名を借りた、１万人以下自治

体の切り捨てともとられる大行政リストラといえます。弱小自治体が生き残るべく、極めて選択の

余地のない中で、期限を区切られての合併推進でありました。 
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新潟県はもとより、全国的にも合併をめぐり世論が２つに割れ、議会が割れ、辞職、解任されま

した首長、議長は枚挙に暇がなく、苦悩の末、みずからの命を絶たれた首長までおられます。幸い

にして、この糸西１市２町の合併は、協議の中で紆余曲折を繰り返し、産みの苦しみの中でもがき

ながらも協議一致の精神のもと、無事、円満合併を果たすことができましたのは、今さらながらも

幸いのことと存じます。 

合併を果たした今、新市の方向性を考えるに当たり、合併推進に尽力された皆様のご労苦を忘れ

ることなく、合併に将来の夢を託した皆様のご期待に応えるため、今日的、継続的な課題を認識し、

厳しさを増す地域間競争時代を生き抜く確かな将来の都市像を構築していかなければなりません。 

広大な管理面積、少ない税収、高い高齢化率に低い出生率、こうした厳しい状況下において、

１市２町の均衡ある発展を目指しつついかに市政発展を図るのか、大変難しい局面と思われますが、

初代市長としてどのようなお考え方、手法をもって行政方針を決定していくのか。政治姿勢等を通

告書の項目に沿ってお聞かせを願いたい。また、私なりの提言もございますので、お聞きも願いた

い。 

次に、新市誕生後の幾多の課題の中でも１市２町の共通の課題として、人口減少、少子・高齢化

への対応があります。 

若者定着なくして都市の発展なし、初出馬以来の私の理念であります。合併し５万人都市として

スタートを切りましたが、新市建設計画の中でも、将来人口は減少傾向に歯どめがかからないと推

計しておりますが、現在、そして未来の人口推計をどのように考え、とらえているか。また、次世

代育成支援法などへの対応、若者定住策も含めて具体的対策を講じるお考えがあるかなど、通告書

の項目に従いご答弁を願いたい。 

次に、情報化社会への対等と基盤整備についてお尋ねいたします。 

２１世紀は情報の時代、単に享受するだけの一方的な情報化社会から双方向通信、個人対個人情

報の時代へと進化しております。情報化社会への対応は、国・県のＩＴ戦略、電子政府化の施策と

相まって、その対応を迫られております。 

新市ビジョンの中でも、新市を発展に導く３つのプロジェクトとして明確に記されていながら最

も曖昧な計画となっている情報化計画、今後、情報ネットワークプロジェクトをどのように進めて

いかれるのかをお聞きいたします。 

今回の一般質問も能生エリアの皆さんだけがＣＡＴＶにて茶の間のテレビで見ることができるわ

けですが、糸魚川、青海地区の皆さんからも要望が強く、こうした情報格差の早期是正も含めどの

ようにお考えか。通告書の項目に従い、ご答弁を願いたい。 

最後に、北朝鮮核爆弾開発阻止に向けての対応についてでありますが、中国、韓国など環日本海

経済交流が活発になる反面、竹島問題、海底ガス油田問題、靖国参拝問題、歴史教科書問題、国連

理事国入り問題などアジアをめぐる緊張の度合いは、反比例するがごとく深まりを見せております。 

その中でも北朝鮮、正確には朝鮮民主主義人民共和国をめぐる問題は由々しき問題であります。

過去、糸魚川市、新潟県としても、拉致問題に始まり、新潟港の万景峰号の入港問題と続き、今度

は核爆弾開発実験問題が浮上。実験を強行すれば、市の灰が日本全土に飛来し被爆、地下実験であ

っても、日本海が放射能汚染される可能性が出てまいりました。核実験６月危機説も出る中、日本

海側自治体として危機にさらされている現状をどのようにお考えか。市民の安全、生命、財産を守
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るべき行政の長の立場として、国・県に対して実験阻止の要望を緊急に行うべきと考えるがどうか、

お考えをお聞きいたします。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

古畑議員のご質問にお答えいたします。 

まず、１番目の１点目、新市総合計画策定にあたり関係する計画、私の公約等々の整合について

でありますが、新市建設計画策定にあたり、旧市町の総合計画など関係する計画を踏まえ策定して

きたところであります。これから策定いたします新市の総合計画は、その後の社会経済情勢や市民

ニーズの変化、選挙における私の公約も反映した、新市建設計画を包括する長期的視野に立った計

画策定をしたいと考えております。 

２点目の目標とする都市像でありますが、新市建設計画は、翠の交流都市とは地域の資源をさら

に磨き、新たな翠の文化を創造しながら、産業や教育、コミュニティなどまちづくりのあらゆる分

野にこれを活用して、市民の生き生きとした活動と交流をもたらす、活力ある美しいまちを目指す

ものとしております。 

今後策定いたします新総合計画において、翠の交流都市を基本としながら、具体的な都市像につ

いても議論してまいりたいと考えております。 

次に、２番目の人口問題と少子・高齢化への対応についてお答えいたします。 

最新の住民基本台帳での総人口は５月末現在、外国人も含め５万１,４９４人となっております。

また、将来の人口推計の試算は、５年後の平成２２年で４万７,３００人、１０年後の２７年で

４万４,０００人、１５年後の３２年で４万５００人と推計しております。この推計は、平成

１２年と７年の国勢調査データを用いていますが、本年実施されます国勢調査の最新データが利用

できれば、再度推計をしたいと考えております。 

高齢化率については、国では平成７年が１４.５％、１２年では１７.３％、１６年には

１９.５％であります。また、県では平成７年が１８.３％、１２年では２１.３％、１６年では

２３.３％であります。旧市町では平成７年が２２.９％で、１２年では２６.７％、１６年には

２９.６％となっております。なお、当市の本年４月１日現在の高齢化率は、３０.１％であります。 

また、出生率については、合計特殊出生率で見ますと、国では平成７年が１.４２％、１２年で

は１.３６％、１６年には１.２９％であります。また、県では平成７年が１.５９、１２年では

１.５１、１６年には１.３４であります。旧市町では平成７年が１.７３、１２年では１.６７、

１６年には１.６１となっております。 

私といたしましても、人口５万人はぜひとも維持したいと思っておりますが、古畑議員と同感で

ありますが、現実は大変厳しい状況にあると受けとめております。人口減少に歯どめをかけるため

には、ご提言のような若者定住策や子育て支援策、また、次世代を担う子供を育む社会づくりなど、

各施策を根気強く、継続して進めなければならないと考えております。 

しかし、これまで各諸施策に取り組んでまいりましたが、目に見えた効果が出てないのも事実で
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あります。このことから少子化にみる人口減少は、一自治体の取り組みでは難しい面もあり、国全

体での具体的な取り組みも必要であると感じております。 

３番目のご質問の１点目、情報化の推進につきましては、近年の情報通信技術を活用した地域公

共ネットワークを整備し、それを利用した住民サービスの展開を図ることが必要であると考えてお

ります。しかし技術革新が目覚ましい分野であり、近い将来におけるテレビの地上デジタル放送化

では、テレビとパソコンの融合が予想され、各家庭までのネットワーク整備の方向につきましては、

慎重に検討しなければならないと考えております。 

２点目の情報格差の是正でありますが、能生地域についてはテレビ難視聴解消のための整備した

ＣＡＴＶ網を、昨年、光ケーブルに更新し、インターネットに接続できるブロードバンド環境が整

備されまして、市内の情報基盤の整備状況としては格差が生じていることは事実であります。 

そのため前段申し上げたように、全市として情報基盤の整備方法を慎重に検討し、計画的に格差

是正を行ってまいりたいと考えております。 

３点目の近隣整備状況でありますが、１３町村が編入合併した上越市では、運営主体が民間であ

る旧上越市などと、行政で事業実施した旧三和村や旧安塚町ではＣＡＴＶ網を整備していますが、

他の未整備区間については今後どのように情報基盤の整備を進めていくか、調査検討中とお聞きし

ております。 

また、富山県朝日町、入善町、宇奈月町、黒部市では、情報伝達はＣＡＴＶ網との富山県の方針

から、新川広域事務組合が実施主体となりＣＡＴＶ事業を展開しております。 

４点目の情報化の立ち遅れにつきましては、市全域を能生地域のような光ケーブルによるＣＡＴ

Ｖ化するには三十数億円という多額の経費を要することから、市民ニーズや今後の技術革新の動向

を十分見据えながら、対応しなければならないと考えております。今後、アンケートなども実施す

ることにいたしております。 

４番目のご質問につきましては、ご案内のとおり北朝鮮の核開発問題をめぐる状況は、まことに

残念なことと受けとめております。国による６カ国協議の早期再開に向け重要な時期を迎えている

ことから、国の早期対応を強く望むとともに、国の動向を見守っていきたいと思っております。 

いずれにいたしましても、日本海に面する一自治体として、必要かつ可能な対応をしていかなけ

ればならないと考えております。 

以上、ご質問にお答えしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長からの答弁もあり

ますので、よろしくお願いいたします。 

訂正をさせていただきます。出生率のところでパーセントをつけて説明をさせていただきました

が、合計特殊出生率ではパーセントを取っていただきたいと思います。国では平成７年が１.４２、

１２年では１.３６、１６年には１.２９であります。 

それともう１点、旧市町では平均７年が１.３７、１２年では１.６４のところを１.６７と読み

上げまして、１.６４に訂正をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 
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それでは、これより２回目の質問をさせていただきたいと思います。 

ちょっと順番をかえまして、北朝鮮の核爆弾開発阻止に向けての対応、こちらからちょっといき

たいというふうに思っております。 

さて、ここしばらく、今アメリカを中心といたしまして６カ国協議再開の動きということで、北

朝鮮等につきましても核開発等につきましては、慎重なる対応をするようにというふうな働きかけ

を行っているところでもあります。しかしながら、ここしばらく北朝鮮の核実験で死の灰、ＩＡＥ

Ａの事務局が懸念を発表している。その中では、既に北朝鮮の中で５個から６個の核爆弾が用意さ

れていると、開発可能であると。さらに日本全土を越えまして太平洋側に落ちたということでかな

り話題になりましたが、基本的には北朝鮮が持っておる巡航ミサイル、これ射程距離でありますが、

ノドンが１,３００キロ、テポドン１号が１,５００キロ、テポドン２号が３,５００から

６,０００キロと。このような中で、弾道ミサイルの射程が想定されております。 

この中で最も射程の短いノドン、１,３００キロでありますが、このノドンの射程距離でさえ北

海道から沖縄まで、すべての日本の国土が射程距離に置かれております。考え方なんですが、我々

としましては核開発の実験阻止とあわせて、やはり核廃絶に対しまして核の脅威の完全撤廃という

ことを、これを私は市長さんにぜひ新潟県市長会、北信越市長会を通じて、この北陸沿線市町村の

決議としてぜひ働きかけを行っていただきたい。こういうことでありますが、市長としてのお考え

をお聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

核の脅威、核の悲惨さについては重々承知をいたしておりますし、原水禁平和運動についても私

も理解をしておるわけでございまして、議員ご指摘のとおり当市から発信することも必要だろうと

思っておりますし、また、そのような機会があったらぜひともそういった対応を、また運動につい

ても研究もさせていただいて、進めていきたいなと思っております。これは当市がどのような対応

でいけばいいかということも含めて、研究もさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

これは私も米田市長も、胸にはブルーリボンのバッチがついてますよね。北朝鮮問題につきまし

ては青海の中でも拉致疑惑がございます。これにつきまして、どのように認識しておられますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

拉致の問題につきましても非常に早い時期から、特に自民党青年議員連盟というところで情報収

集もさせていただきながら、そういった問題を勉強さしていただいている部分もありますので、確



 

－ 288 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

かにこの日本海沿線、非常にそういったところは数多く、そういった被害に遭われたというところ

もお聞かせいただいとるわけでございまして、今ほど議員ご指摘の我々市の中においても、そうい

う状況があるような話も、私の情報としては聞いておる状況でございますので、これから起きえる

のか、また、さらにあったのかというところまで、私はまだ勉強しておりませんが、市民のやはり

安全ということを考えれば、非常に危惧しておる点でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

私も一般論で話しとるわけではございません。一市議会議員が、外交問題に口を挟むなというふ

うな立場ではございません。現に我が糸魚川、旧青海町でありますが、拉致疑惑の被害者の方がい

らっしゃいます。まだ認定には至っておりませんが、こうした拉致疑惑の解明とともに、今度ばか

りは核の威力を持って圧力外交を仕掛けてこようとする、このような北朝鮮の対応につきましては、

憤りを隠せないわけでもあります。 

やはり市民の生命、安全、財産を守る立場からしましても、これは国に対しましてしっかりとし

た外交政策をとっていただくように、これは要望すべきだと私は思っております。 

なお、松尾議長にもひとつお考えをお聞かせいただきたいんですが、我々議会といたしましても

何らかのアクションを起こし、議長としても新潟県議長会、北信越議長会。かつて北朝鮮の貨物船

の入港問題、拉致疑惑解明について、国に対して早期解決を要望した経過があります。議会として

もアクションを起こすべきだと考えますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

これは突然議長に振ったということで、大変ご迷惑をおかけしましたが、前向きな答弁というこ

とで、我々も及ばずながら一生懸命頑張りたいというふうに思っております。どうぞよろしくお願

いをいたしたい。 

それでは２点目、人口問題の方に入らさせていただきたいというふうに思っております。 

さて、人口問題を語るときに、まずやはりデータ論から入るという形になろうかと思いますが、

いま一度お聞きしたいんですが、現在の人口は先ほどの中では５万１,４９４人となっております

よね。しかしながら新市の建設計画、こちらの方の把握してる数字では５万４００人になってます。

この数字の差は、どこから出てくるわけなんですか。実際、今糸魚川市の人口というのは何人なん

ですか、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

ただいま申し上げた人口は、住民基本台帳人口と申しますか、それに外国人登録の人口を加えた
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ものでございます。 

一般に人口、人口と言ってますし、それから要はいろんな基礎となる数というのは、国勢調査の

数字がそのベースということでございまして、国勢調査の今ある最新の数字が１２年の数字でござ

いますので、人口というと１２年ベースというような考え方が出てくると。 

それで新市建設計画の中の人口については、それを推計したものを滑らせた形で載せているもの

というふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

これはさまざまな計画策定のもとになる、また、財政計画上もこれをもとにしてきた。その中で

は５万４００人の数字できている。それから今回の一般質問にあたり、また、選挙期間中等でも聞

いた数字でいきますと、そのときは５万１,９８０人だった。それがもう今の段階では５万

１,４９４人で、もう既に５００人減っている。現在の人口というものは、最終的にはどうやって

調べて、何に基づいて、一番大事な基礎人口というものに基づいていくんですか。もう一度ちょっ

と答えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

確かに人口の数の変わりがあるのは事実でございます。要は、１つは高校を卒業して外へ出る段

階で、こちらに住所を残したままという方が結構多うございまして、そういったものが国勢調査と

の差異になっておるということでございまして、私ども人口ということでいろんな場で申し上げて

いるのは、国勢調査の人口を５年間使うということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

もとになる人口というものは大変大事。これも実は１１万人が１０万５００人だったとか、何千

人だったって私はかまわないんですが、これ最初にちょっと参考までに聞かせていただきたいんで

すが、５万人以下の市町村と５万人以上の市とは、どのような行政的には隔たりがありますか。私

はひとつの大きなラインだと思うんですが、お聞かせください。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時２５分 休憩〉 
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〈午後１時３５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

それでは休憩を解き再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

大変失礼しました。 

市の規模につきましては５万人以上ということになっておりまして、今現在５万人以上でありま

して、今後仮に少なくなっても今の自治法上では、５万人を割っても市ということの対応ができま

す。 

それから財政的な措置ですが、一般的には１０万人から３万人を１つの枠としておりますので、

５万人はこの中に入っておりますので、よろしいかというふうに思ってます。 

それで５万人でかわるのは議員の数であります。５万人を切った場合に議員の数が、定数がかわ

るということがうたわれております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

自治法上は１つのくくりになって、議員さんの定数がかわってくる、これは我々は承知しておる

ところでもあります。 

ただ、今後の自治法上といいますか財政上ですよ、５万人を切った場合、本当に交付税等の変動

はないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

そのように理解をしております。 

国でもいろんな施策をし、統計的なものを出したり、あるいは資料を求める段階での基準を示し

てきておるわけでありますので、現時点では，そのような対応になっているというふうに理解をし

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

そういうご答弁なら。この問題につきましては、私は５万人以上という１つのくくりに、もう少

し意味があるというふうに受け取っております。これはきょうは時間もないことで、またこの次と
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いうことにさせていただきたいというふうに思っております。 

もちろん５万人以上の市というひとつの格の問題から考えまして、いわゆるキープザ５万人プラ

ンと、要するに５万人を死守せよという中で、今後の人口問題を私は考えていっていただきたい。 

ちょっとデータ論に戻りますが、１９８５年、昭和６０年の人口が６万６１２人でありました。

そして２０１５年ですね、先ほど言いましたけれども、この数字でいきますと私の方では４万

４,７００人ということになっております。その中間にありますが２００５年、１９８５年と

２００５年、この間の２０年間を比較するだけで１万人が減少しております、１万人の減少です。 

それで１万人がどこで減ったかという数を比較する考え方なんですが、生産年齢でありますよね、

生産年齢、これが１９８５年では３万９,４２８人です。それが２００４年ですね、こちらになり

ますと２万９,５００人と１万人減少しております。２０年間で減った数が約１万人、そして生産

年齢も同じく１万人が減っとるということなんです。 

いいですか、人口減少した、まるまる生産年齢の人口が減っとるということなんです。これをど

のように受け取っていらっしゃいますか、お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

今、生の数字をお聞かせいただきましたが、確かに生産年齢人口が減っているのは確かでござい

まして、それともう１つは高齢化の分が、少子化という形で人口移動しておるという現象かと思っ

ております。 

実際にどのような人口の動態かということで、その前の数字はございませんが、平成２年と平成

１２年といったような数字を見てみますと、やはり先ほど申し上げましたように、高校を出たとき

に人口が全市で４４％ぐらいになってしまう、高卒後４４％ぐらいになってしまう。それがいった

ん大学を出てとか、いったん外へ出て、ある程度落ち着いた段階で、その人が戻ってくる、戻って

こないは別にして、そこで要は１５、１６、１７歳の高校生当時と比べたときに、６割ぐらいとい

うのが、この地域の人口動態です。そういう現象が毎年毎年続いてきて、それは１つは雇用の場と

かというような面もあろうかと思いますが、そういう面で減っているということかと思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

さらに将来推計を見ますと、人口動態の２０１５年、こちらになりますと４万４,７００人、さ

っきちょっと言いましたけれども、要するに１０年間で５,０００人減る計算なんですよね。 

その生産年齢もそうなんですが、やはり将来的に１０年後を考えた分、５,０００人が減るんで

す。将来推計を考えてみたところでもこれはデータ論ですから、働き手が減少していって、要する

に子供さんたちやお年寄りという、いわゆる非生産年齢の方というものは変わってこないという考

え方。この場合だって如実に、少子化ですから子供の数は減っていくわけです。 
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この将来推計を見た場合に、問題なのは人口バランスで、これはもう財政的、それから年金、福

祉の下支え、それから税収等を考えましても、これは深刻な問題なんですよ。だからこそ人口問題

を考えていかなくちゃならん。 

私の今回の一般質問は、すべて最後の総合計画に結びつくようになっております。だから総合計

画を考える中においても、人口問題というものをしっかり考えていかんならん。これをまず根底に

置いてくださいというのが、最初の趣旨なんです、だからまずそこを。 

私以外の方にもかなり一般質問をされまして、この少子化を問われてますが、まず、実態把握と

原因というものを究明せんならん。特効薬がないとか即効薬がないとか、それは別として、現状の

姿というものを、もう少ししっかり認識しましょうと、こういうとこからひとつ始めさせていただ

きたいということなんです。 

それから、ちょっと具体的な部分でいきたいと思いますが、次世代育成支援法、これの支援行動

計画というものが入ってます。これは糸魚川市、これが能生町、これが青海町というふうに３つに

分かれてます。今後、この次世代育成支援行動計画、これはどのように進めていくお考えですか。

これをもとにやるという答弁がありましたけど、それをもう一度お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

現在、旧市町ごとで３冊になっております。非常に私ら担当の目で見ましても、わかりづらいと

いうことです。ですので、概要版を現在作成中なんですが、できましたらこの概要版では１冊、

１本にして、わかりやすいものにしたいなというふうに考えております。そういうことで近日中に

一本化しまして、また議員さんにも配付をしたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

これも織田課長さん、米田市長さんもそうなんですが、まだ就任して何カ月という中で、この

３つあるものを早急に１つにしろというのは酷な話だと思いますが、やはり１つの行政、１つのプ

ランですよ。その中で、それぞれの地域別課題に合わせた次世代育成行動計画ならいい。しかし、

能生、青海、糸魚川の中で、ここにあるような格差があってはならんのです。それはやっぱり真剣

に考えてもらいたい。これ内容につきましては、細かくなりますからやめますが。 

そこで１つの考え方、先ほど来の今日までの少子化をとらえた、これもまた次世代育成支援計画

をとらえらえた方もいらっしゃいますが、糸魚川の独自のやはり次世代育成プランというのをつく

ってもらいたい。 

名前から始めるということで、ちょっと聞いていただきたいんですが、私はこの計画を一元化し

て「糸魚プラン」という名前にしてほしいと思っています。糸魚川の名前の由来になった小魚、飛
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び魚科の淡水魚で、サケのように海で回遊して、産卵期になると川を遡上するんです。この糸魚の

特性は、雄が巣をつくって、卵を守って子育てをするという子育ての魚なんですよ。糸魚川の中の

特徴ある子育て支援ということの特徴、位置づけとして、糸魚川独自プラン、糸魚プランというも

のを考えてもらいたい。これいつかは福井県の大野市糸魚町の取り組みみたいに、文化財に指定し

て保護しとるんですが、今は糸魚を保護しろという話ではありませんけれども、子育てする魚、そ

の名前から取って糸魚川。したがって、糸魚川は子育てに対して、いろんな独自の施策をとってい

る市なんだというイメージづけで、おもしろいんじゃないかと思います。 

この間、田原議員が、翡翠と書いてカワセミだというふうな言われ方もしました。私はそういう

発想は大好きなんで、ひとつ行政の方でもこういう取り組みに特徴ある名前をつけて、糸魚川らし

さを十分考え、進めていただきたいと思うところでもあります。 

さて、続きまして、今度はちょっと具体的な要望もあったんでお聞きしたいんですが、子育て育

成のいろんな部分、これから保育園の軽減だとかいろいろ出てきますが、それもいずれやりますけ

れども、保護者の経費軽減という考え方の観点から、例えば遠距離通学制度の全額免除ということ

にならんか。現在は糸魚川中学校学区でいいますと、バス代が年間１２万円かかっております。こ

れの半額を補助するという考え方でやってるんですが、合併のときの合併協では、これを見直しを

していくという考え方で進んできたと思っておるところでもありました。そこら辺の対応はどうな

っているか、お聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君）） 

お答えをいたします。 

遠距離通学の補助の取り扱いでございますが、合併協におきましては能生町の例によるというこ

とで、調整をするということで決定いただいております。今ご指摘のように、これまでの取り組み

基準で推移しておりますので、この基準を実施するように取り組んでいくことで、今準備をいたし

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

黒坂課長さん、ちょっと言い方が難しかったんですが、要は全額免除の方向で基本的には調整し

ていくと、こういうことで理解してよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君）） 

お答えをいたします。 

能生町の例により調整ということでございますので、新市では能生町の遠距離通学の補助基準が
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適用されるということでございます。この基準は、小学生については通学距離が２.５キロメート

ル以上、それから中学生については通学距離で４キロメートル以上ということで、この該当する児

童生徒には遠距離通学費として、市が全額補助するということになるものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

これは言い回しを気をつけなきゃならんから慎重になるのはわかりますが、要は今まで例えば西

海地区等で陳情のあった部分につきましては、是正の対象になっていくということであります。こ

れはバスの問題は旧市町のときから、かなり問題になってあるわけであります。新市の見直し案で

検討していくということですから、これは早期是正に全力を挙げていただきたい、こういうことで

あります。よろしくお願いいたします。 

それから、続きまして要するに学費外負担というのがあるんですよ。例えば野球部に入ったとか、

いろんなバレーボールやバスケット部、そういうことは今社会教育の観点で、親がやるようになっ

てきたんです。そういったことからも親の負担というのは大きくなっている。 

また、その中でちょっと関連して、スポーツ環境の整備について要望も高いんですが、ちょっと

お聞かせいただきたい。都市整備課の関係なんですが、アクアホールがありますね。あそこにミニ

バスのゴールをもう１つつくってください。ちょっと話は細かいんですが、それらの要望書が届い

ていると思うんです。そちらの方も来てると思うんですが、これはどのように対応されてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

神喰都市整備課長 〔都市整備課長 神喰重信君登壇〕 

○都市整備課長（神喰重信君） 

お答え申し上げます。 

ご要望いただいておりまして、私どもといたしましては取りつける場所の壁の構造、強度、それ

からちょうど取りつけるとしたら、入り口にかかるものですからその場所の問題、あるいは予算的

な問題もございますが、できれば旧学校の空いてるものを転用する方向で、現在検討しております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

一生懸命子供たちを育て、それからそういった技術を教えて、要するに子供たちの夢を育んでい

る、そういった方々からの要望ですから。新幹線だの何だのと大きい問題で大変だと思いますが、

担当課としましては、こういう小さな問題にも耳を傾けて取り組んでいただきたい。 

もう１点、こちらも前に久保田議員さんにお答えをしておるようでもありますが、ソフトボール

の国体誘致がございますよね。これらにあわせて、グラウンドの整備やスポーツ施設の整備という

ものは図れませんか。教育委員会ですか、お答えをいただきたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

一番問題になるのが、野球場のマウンドがソフトボールの場合は問題になると思います。それで

すべて今、野球とソフトボールを兼ねたような状態の中で、専用のソフトボールの会場というのは、

糸魚川市にはございません。それで専用ということになると、今度、野球場のピッチャーズマウン

ドのないところを整備するという必要があるので、これは関係団体の方とよく協議をしなければな

りませんが、野球場を１面つぶしてもソフトの専用のそれがほしいということになれば、十分それ

は対応ができるというふうに思っておりますが、それは利用者の方々とまたよくその辺の要望を聞

いて、やっていかなければならないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

そら野球をやっとる人にしてみりゃ、マウンドをつぶされれば困りますよね。それはだめです。 

美山球場と能生球場が国体のソフトボールの会場になっているんですよね。これは何ですか、野

球の専用場でしょう。前は糸魚川中学校のグラウンドでした。これは何ですか、教育の学校の施設

でしょう。今回の新潟国体については、既存の施設を使ってやりなさいというのが、もともとの根

本だったと思う。だから既存の施設があるとこは、既存の施設を使ってやりゃええんですよ。既存

の施設がないところは、これは新設せざるを得んでしょう。しかもソフトボールのグラウンドと少

年野球場のグランドは、ほぼ面積は一緒なんです、併用できるんですよ。これらをもう少し、県に

対して要求できませんか。 

糸魚川市は港だとか道路、そういったもの以外、体育施設から福祉施設に至るまで、県の施設な

り県単の施設なんか１つもないんですよ。そういうのを、もっと県にしっかり要望すべきじゃない

かと思います。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

議員ご案内かと思いますが、国体絡みでのスポーツ施設のそれは、補助金としてはございません。

ただ、そういう意味じゃなくて広い意味で、スポーツ関連のそういったことについては、そういう

制度そのものがあるのかも含めて承知をしておりませんので、県当局の方へまたいろいろお聞きを

し、できるものであれば、そういうもので対応させていただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

過去さまざまな国体において県庁所在地、またその周辺のさまざまな会場、陸上競技場でも何で

も、みんな国体に合わせて整備してきたんです。ですから１巡目国体で、かなり体育の施設という

ものは整備が整った。２巡目は既存施設を使えと。これだって私は要求したっていいと思うんです。

今まで過去糸魚川市では、そういう補助金があるかと聞いたらないということなんで、泣く泣く教

育施設や野球場などを使わざるを得んという回答でした。まだもう少し間があるんでね、これは市

長、この辺はどのようにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

当市といたしましてもソフトボールで国体に参加できるということで、非常にいいチャンスだと

思っております。ただ、今この２巡目国体の状況というのは、今また流れが変わっている部分もあ

るわけでありますので、その辺を踏まえながら、やはりこういった機会に我々は体育施設を整備し

て、そしてまた市民の健康増進をしていくということは、大切なことだととらえておりますので、

私もこの国体の準備委員会にも入れさせていただいてますので、そういう中で、要望できるものは

していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

これは何でここで、次世代育成のところで、わざわざここに盛り込んだかといいますと、私の子

供たちも今は高１、中３、中１ということで、この間まで小学生でした。その中でスポーツ活動も

やってきた。父兄の皆さんとも、いろいろ悩みもやってきました。試合前に石を拾ったり何なりも

やってきた。外野フェンス１つないところでやってきました。やはり施設、環境の部分で、子供た

ちは非常にかわいそうな思いをしてるんです。上越市や何やら県大会の大きいところへ行きますと、

グラウンドの大きさに負けて帰ってくるんですよ。 

私は糸魚川で生まれようと東京で生まれようと、子供たちの可能性には全く遜色がないと思うん

です。じゃあ何で育たないかなんです。育てる環境がないから、指導者がいないからじゃないです

か。そういったことをしっかり、糸魚川で生まれたことがハンディキャップになるのが嫌なんです、

私は。そういう施設づくりというものを、私は行政でしっかりつくってほしい。 

さっきの糸魚、サケの話じゃない。小さいときにいい思い出をつくれば、都会に出ようが何しよ

うが、糸魚川市に帰ってこれるんです。そういう思い出づくりのために、夢を育むために、もう少

し真剣になって、あるとこでやってくれ、しようがないから河川敷でやってくれ、山のてっぺんで

やってくれ、ちょっと風強いけどとか。そういうんじゃない、やはりどこで生まれようと、自分の

子の才能を生かせるだけの施設づくりというものを、もう少し真剣にやっていただきたいと思いま

す。これだけやると長くなりますので、これで締めますけど。 



 

 

－ 297 － 

＋ 

次、若者定住問題を考えるときに、今回、一般質問をやりますということになりましたら、メー

ルでお便りをいただきました。ちょっと早口になりますが、市長、聞いてください。 

週末、東京から娘が帰ってきたときの話です。 

娘、「ママ、友達が糸魚川に帰りたいと言うんだ。」 

母、「何で、ちょっと嫌なことがあったぐらいでやめたら、どこへ行っても勤まらないよ。」 

娘、「でもね、その子はもともと糸魚川へ残りたかったんだよ。だけどね、仕事がなくて仕方が

なく、親戚がいる東京に勤めたんだよ。地元就職ができなくて困っていた子は、たくさんいるんだ

よ。会社はいっぱいあるのに、糸魚川で何で働けないの。」 

母は答弁に困っております。「そうだね、仕事もないし、子供はコネがあったから友達は帰って

これたんだって。コネってなあに。」 

母、「コネというものは、知ってる人や偉い人に頼んで、その会社に入れてもらうことだよ。」 

娘、「ふーん、じゃあ親戚や知り合いがいても、偉い人を知らなかったら糸魚川では就職できな

いじゃん。そしたら私は帰ってこれないね、偉い人なんか知らないもん。ママは、糸魚川には若い

人がいなくちゃ年寄りの面倒は見れないとか言うけれど、コネがなくちゃ働けないなら、若い人が

残るはずないじゃん。糸魚川の人たちが、若い人に残るなと言ってるようなもんだね。」 

娘とこんな会話するとは思ってもみませんでした。考えさせられました。若い人がいられるまち

にしないと、次につながらないことを、大人たちだけが話し合っているだけじゃいけないんです。

子供たちとも話し合っていかないと、真剣に考えないといけないんです。古畑さん、地元を好きな

子供たちのために頑張ってください、糸魚川を動かしてください。これ切実なメールだと思います。 

市長、このメール、ちょっと早口で申しわけなかったですが、これを今、インスピレーションで

結構ですから、どのように感じたかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

悲しい話だと思っております。そういうことのないようにやっていかなくてはいけないと、非常

に今痛切に感じております。私の思いも、古畑議員の思いも一緒だと思っておりますので、そうい

った思いを早めに実現できるよう努めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

このメールの方が私に夢を託したように、私は米田市長、あなたに私の夢を託してる。やはり市

長になったからには、もう我々議員とは立場が違う。みずからの責任の中で、若者が残れるような

環境づくりをしていただかなきゃならんです。 

企業誘致や就職あっせん、学校誘致、それから宅地造成、地元就職奨励金制度、三世代住居補助

強化、いろんな意味で私もアイデアを持っております。少ない時間では難しいですが、これらもい

ずれお話を聞いていただきまして、総合計画等の中に盛り込んでいただきたいと思っております。 
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その中で１点、嫁不足問題、米田市長は議員時代、中国交流を進めて、中国の皆さんを糸魚川に

嫁として迎えようじゃないかという運動をやってました。実績も上げていらっしゃいました。それ

はどうですか。市長として、今後は行政として継続するお考えはございますか、お聞かせ願いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

若者定住、また少子化の一環いろんなもんで、そういったやはり結婚したいけれども、結婚でき

ないという若者がいる以上、その部分について、何らかの手だてをしていかなくてはいけないとい

う活動の中で、私はさせていただいてまいりました。これはもう今は地球上、グローバルな時代で

ございます。国の境、またはそういったものは、もう私はとっ払っても、やはり今困っておられる

方々と、またそれに対して手だてという形になろうかどうか、ちょっと言葉が見当たりませんが、

そういった形でまたお出でをいただけるという部分があれば、そういった部分を行政といたしまし

ても私はやっていくべきだ。この行政の中に、まだ入れてございませんが、私がやってきた一つの

ものを、ぜひともその中で生かせればなと考えてはいます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

日本における高齢化率というものは、これはまさに後戻りできない状態になっています。糸魚川

市の３０.１％という高齢化率は、既に国の１５年先を進んでおりまして、まちづくりを考える中

で、高齢化率が３０％を越えるということは、これは尋常ではございません。３人のうちの１人が

お年寄り、そしてそのお年寄りが嫁なり旦那なり１人が面倒を見たら、働き手は１人しかいないと

いう現状なんです。３０％という数字は、とても恐ろしい数字なんです。１人が子育てや、おじい

ちゃん、おばあちゃんの面倒を見ることに専従したら、働き手が１人しかおらんと。こういう現状

が３０％であると私は思うんですが、その辺はいかがお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答えします。 

私もそのように感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

これはもう最初ですから、そう感じていただければ結構。そのうち感じているだけじゃだめなん

だという話をやろうかと思いますけれども、やっぱりそういう危険な状態であるという認識を１つ
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にしていただきたい、それは思います。 

そこで情報化の方は、またこの次改めてやろうと思っております。ここに能生町の有線テレビの

インターネットを始めたところの開所式、これはすばらしいデータが載ってます。この中で教授が

言っております。Ｅプラン等、今後の情報戦略はあと５年が勝負です。こちらに前助役の小松さん

が教育長でいらっしゃいますが、ぜひ小松教育長、庁内会議の中でＣＡＴＶの持つ意味、それから

整備の仕方等をしっかりやってもらいたい。また、今ならいろんな意味の補助制度、これはまだた

くさんあります。特例債等も使える条件があろうかと思います。三十何億円が高いということでネ

ックになっておるようでありますが、これはもっと安くできます。 

前に新保議員が言われたように１０分の１になるのは無理ですが、半分以下になる計算はこれで

きます。能生町の今のやり方を活用して延長すれば、できる方法もある。ＮＴＴやほかのところの

回線を使う方法もある。頭を絞ってください、知恵を出してください。少ない投資で最大の効果を

上げられることができます。しかし１つだけ言えるのは、それはやらなきゃだめだということなん

です。完全に遅れていきます、そこだけは言います。またこの論理展開は、いずれかの機会でやっ

てみたいと思っております。 

それから最後に１つだけ、理想とする将来像ですね。翠の交流都市、もう５６秒じゃどうしよう

もありませんからやめますけれども、とにかく名前からもうだめです。翡翠の翠と書いて「みど

り」と読んでくださいといちいち注釈をしない限り、翠の交流都市と読めない。また、翠というの

は、どちらかというと田園が広がる、翠のグリーンツーリズムの交流みたいなイメージがある。ど

うせ「みどり」と読ませるなら、翡翠て全部書いて「みどり」と読ましてくれる方が、まだヒスイ

の宣伝になると思います。 

それから、ここの基本理念の中に書いてあることは、余りにも曖昧過ぎます。これもいずれしっ

かりとやりたいというふうに思いますが、前半、畑野議員の指摘もありましたように、今後、計画

策定においては、議会との連絡、協調、また、議員個々のアイデアも十分生かしながら、計画策定

を進めていただきたいというふうに思っております。 

以上で、一般質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

今ほどの古畑議員の一般質問の中で、議長に質問して答えるというところがありました。一般質

問は市長に対して聞くものであって、議長に対して質問するものではないというふうに考えます。

私はその部分は削除した方がいいというふうに思いますけれども、検討して善処を願いたいと思い

ます。 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員にお聞きしますが、今このような申し出がございましたが、いかがいたしましょうか。 

○２１番（古畑浩一君） 

休憩願います。 

○議長（松尾徹郎君） 
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暫時休憩いたします。 

 

〈午後２時０５分 休憩〉 

 

〈午後２時０６分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

再開いたします。 

先ほど私が申し上げました点につきましては、削除したいと思います。 

次に、大滝議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 〔５番 大滝 豊君登壇〕 

○５番（大滝 豊君） 

発言のお許しをいただきましたので、さきにご通告してあります２問の一般質問を行います。 

第１問、糸魚川市周辺部についてをテーマにご質問いたします。 

去る平成１７年３月１９日に、旧糸魚川市、旧能生町と青海町が、平成の大合併と言われる合併

を行ったわけであります。この合併は私が申し上げるまでもありませんが、自己責任、自己決定、

地方の自立、地方分権と称して補助金、負担金の改革、地方交付税制度の改革、国税と地方税との

税源配分の改革、つまり税源移譲という３つの改革を一体で実施し、合併することにより国は県、

市町村への財政の縮減を図ろうとしたわけであり、各市町村は苦渋の選択を行い、現在に至ったわ

けであります。 

合併したからといっても、決してこの先バラ色というわけにはいかない険しい選択を行い、今後

も行政で協議、調整しなければならないさまざまな問題や課題を多く抱え、新しい糸魚川市として

出発したわけであります。初代市長として就任なされました責任は重く、また、多くの市民からの

期待が絶大であることは十分ご承知のことであり、私は市長は多くの市民の負託に応えられる人、

頼りになる人と信頼いたし、期待をいたしております。 

私の住んでいる地域は、旧能生町でも一番東に位置している磯部地域で、庁舎から約１８キロメ

ートルのところであります。さらに国道を上越に向かって６キロメートル進んで行きますと、右側

の稜線といいますか、断崖の上に徳合地区風力発電の風車が見えてまいります。そこから１キロメ

ートルほど先で上越市名立区、旧名立町との市境となります。新市の東の周辺部という地域になり

ます。さらに右方向には県道仙納徳合線が走り、５キロほど山間には徳合地域、さらに２キロほど

先に仙納地域が位置しております。 

市長はこのような磯部地域に限らず、糸魚川市の周辺部の地域をどのように感じ、どう思われた

か、まずお聞かせください。 

① 市周辺部をはじめ居住地域によって行政サービスの受益者格差が出ないようにするための

具体策をどのようにお考えか、お尋ねいたします。 

② 市民の視点やニーズに立脚した均質なサービスの提供をどうお考えになり、どんな対策を
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お持ちかお尋ねいたします。 

続きまして第２問、能生・青海支所における機能と権能についてをご質問いたします。 

行政は合併するにあたり、各所で行った合併説明会では住民サービスを維持し、低下は極力抑え

たいと説明されたわけであります。合併する前にも地域の人たちからは住民サービスが悪いとか、

大変申し上げにくいのですが、あえて申し上げますが、何度も何度もお願いしているのにすぐ行っ

てくれない。担当者が外出しており、すぐ対応してもらえなかったなどなどお聞きいたしておりま

した。まだ新市として発足して３カ月余りなのに、合併前と同じ苦情、苦言を聞いております。 

先ほど述べました、苦情、苦言は合併前からもありました。過去には住民がお願いしたが、行政

はすぐにはできなくても、あるいはすぐに行ってもらえなかったが、実際には要望したことが、お

願いしておいたことが実施されたことが多くあります。つまり実施することが決まっていても、実

施する前、実施した後の住民や地域に対する説明がなされていないから、住民がやってもらえるの

か、もらえないのか不安であり、不平が出てくることもあったと考えます。 

住民や地域の人たちに対する気配り、心配り、目配りが少し足りなかったのではないかと考えま

す。合併し、新市の周辺地域から本庁がますます遠くなり、地区住民からすれば、ますます不安が

募っていることと思います。 

具体的には、支所に行ったが、ここでは処理できないので本庁でお願いしますなど、このような

ことを言われたと何人かの市民からお聞きしております。くわえて、住民は行政サービスの窓口を

どこに求めればいいのか、要望などどこへお願いすればよいのかよくわからないなど、このように

合併後の不安感、住民サービスに対する不平や不満を少しでも解消し、市民に満足される住民サー

ビスの提供に努め、地域や住民とともに歩む姿勢と、地方分権を担う意識の醸成を図り、それを実

践できる能力の向上を図るためにどうすればよいのか、支所の機能と権能について、次のご質問を

いたします。 

① 住民の声を適正に反映することができるとお考えか。 

② 住民が利用しやすいとお考えか。 

③ 責任の所在が明らかにできる組織、機構とお考えか。 

④ 行政課題に即応できる組織、機能とお考えか。 

⑤ 機能、権能を実践できる能力の向上、人材育成をどうお考えか。 

以上、５点を具体的にお伺いいたしまして、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

大滝議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の市周辺部についてのご質問ですが、選挙活動を通じて市の全域を隈なく回らさせていた

だき、また、６月１日から上路地区、市振地区、南能生地区の３地区内で、住民懇談会を実施して

おり、多くの市民の皆様の声を直接お聞きする中で、合併によって行政の目が地域に行き届かなく

なるのではないかという、また、より不便になるのではないかという危惧を持っておられること。

少子・高齢化への不安と新市の行政に対する期待などを、肌で感じてまいったところでございます。 
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どの地区にお住まいの方も受益格差のない行政サービスや、均質な行政サービスを提供すること

は、私の公約の１つとして、市民の皆様に訴えてきております。 

この方法といたしましては、まず、旧市町の体制を維持することが大切ととらえ、現在、能生支

所、青海支所が、住民の最も身近な窓口として、日常的な住民サービスを提供するとともに、早い

時期に受益格差のない、均質な行政サービスが図られるよう、市全体で統一的な対応ができる体制

を、整えていかなければならないと考えております。 

２番目の各支所における機能と権能についての１点目のご質問ですが、合併後、間もなく３カ月

を迎えることから、支所職員も新体制になじんできたこともあり、地域住民の皆様にも支所機能等

について、ご理解が深まってきたものと感じております。 

支所設置の最大の目的は、行政機能の低減を防止し、少なくとも合併前の機能水準を維持するこ

とにあります。この点においては現在のところ、地域の総合的な窓口としての機能を果たしている

ものと考えております。 

また、住民の声の反映という面におきましても、地域住民の皆様と日常業務の中で広くご意見を

お聞きしておりますが、これらの多くは本庁の担当部局における対応を要するものであることから、

支所が住民と対応部局との間の橋渡しとしての役割を果たしております。 

２点目の住民が利用しやすいかということにつきましても、１点目同様に、地域の総合的な窓口

としての機能、支所管内の施設維持、管理の即応体制を構築しており、現在のところ私に、利用し

にくいといったご意見は伺っておりません。 

また、支所では全部署が１階フロアに集約され総合窓口的な形態となり、高齢者や体の不自由な

方にも負担の少ない環境となっております。 

３点目の責任の所在が明らかにできる組織、機構かとのご質問につきましては、支所は住民の利

便性確保の観点から、日常的な住民サービスの提供と、地域の個性や特性を発揮した事業を展開す

る機能を担い、本庁との役割や責任の分担が図られております。 

４点目の行政課題に即応できる組織、機能であるかということにつきましては、支所の役割を果

たすために必要な人材を配置し、地域直結の組織、機能として、多様化する住民の要望に迅速に即

応、対応できるように、簡素な組織といたしております。今後は状況を見ながら、組織、機構改革

を柔軟に進めたいと考えております。 

最後に、５点目の支所の機能を十分発揮できる職員の育成といたしましては、積極的に地域へ出

向き住民の声をしっかり把握、施策や事業計画に反映できるよう、職員みずから研鑽と職務職責に

対応した各種研修により、職員の育成に努めていきたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長から答弁もありま

すので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

それでは２回目の質問を行わさせていただきます。 

まず、市長のごあいさつの中に、いろんな広大な市全域を隈なく回らせていただいたと、多くの
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市民の皆様の声をお聞きする中で、合併によって行政の目が地域に届きにくくなるのではないか、

より不便になるのではないかという危惧感を持っておられることを、肌で感じたというふうにうた

ってあります。 

合併以前から旧糸魚川市、旧能生町及び青海町にあっても、まちの中心部と周辺部とでは、いろ

いろな面でのギャップがあったことはご承知のことと思います。市民の多くは庁舎周辺部、あるい

は今後整備される駅周辺部、まちの中心部だけがよくなって、糸魚川市から遠くなっていく周辺部

が、だんだんさびれていってしまうのではないかという懸念を持っておることは事実でございます。 

それに対しまして先ほど市長の方から、すべてのことを網羅しながら検討を進めていくんだとい

うお考えをお聞きしたわけでございますが、周辺部に何が必要というふうに、市長は期間中さまざ

まなところを回られてお感じ取られたか、お聞かせ願いたいと思いますが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

西の上路地区から東の徳合までの間、非常に数多くの集落、また多くの人たちが住んでおるわけ

でございまして、今ほど大滝議員ご質問の点につきましては、その集落集落、また個々によってい

ろいろ要望するものが違っております。しかし、押しなべて私が述べさせていただいたのは、トー

タル的に行政サービスの低下というものが起きるんじゃないかということを言っておられました。

その中で、まだ具体的には聞いておりません。個々には窓口業務のことを指しておるのか、また、

いろいろ各制度の要望の事業が少な過ぎるのか、そういったところまで深くは感じておりませんが、

これから懇談会などを通じながら、よりその提言、またはご意見の範囲を狭めてまいりたいと思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

ぜひ地域の懇談会等でいろんな意見をお聞きしていただいて、分け隔てのない、公平、公正な市

の発展のためにご尽力をしていただきたいというふうに、まず１点、要望を申し上げます。 

続きまして、同じ第１問関連でございますが、新市スタートの市政運営においては、均衡ある地

域の発展を基本としながら、数ある課題の中でも行政サービスの維持、向上、地域づくり活動支援

等々をおっしゃっておりましたが、私は地域の活性化には集落での計画づくりが必要であり、今ま

でのトップダウン形式、方式から、住民参画によるボトムアップ方式での行政と地域住民とのコミ

ュニケーション、交流を図り、政策づくりを行い、実施に対して支援を願っていく、こういうこと

しかないのではないかなと。 

支援には当然知識、さらに資金、補助金等ではないかなというふうに私は考えておりますが、そ

の辺いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

大滝議員ご指摘のとおり均衡ある市の発展、これは私の持論でもあるわけでございまして、周辺

地域、中心地域を平均に、私は均衡ある発展ととらえておるわけでありまして、それにつきまして

は行政が主導的でない。その手法につきましても大滝議員と同様でございまして、これは民間中心、

そして自主自立の住民主導型の中で私は進めていくのが、これからの時代に即応した対応でなかろ

うかと思うわけであります。 

行政はそれに対して何が支援できるか、いろんなものであろうかと思います。今ほどご指摘した

点もあろうかと思いますが、そんなところをこれから行政も、模索していかなくてはいけないだろ

うと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

やはり今までの行政から各地域に補助金等々の形で、助成金として出されていたさまざまな補助

金等々が、やはりそこでカットされてしまうということになれば、なかなか問題が出てくるんでは

ないかなというふうに私は考えます。ただ基本的に知識的なこと、ノウハウ的なことだけの支援、

あるいはそれだけの援助だけでは、地域としてはなかなかやっていかれないものも出てくるのでは

ないかなというふうに私は考えておりますが、その辺いかがお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

確かに単なるアドバイスだけでは、だめな部分もあろうかと思います。しかし今までのような、

また逆に補助金漬けというような言い方も受けておるわけであります。そういうことを考えますと、

やはりただ補助金を受けるのみで、その地域に根づかないような事業では、いけないと思うわけで

あります。 

それを考えますと、先ほども言いましたように市民主導型の中で、そして真に何がほしいのか、

真に何が必要なのかという形の中で、補助金が必要だとあらば補助金になると思うわけでございま

すが、やはり行政といたしましてもそういったところを、これから何を目的に、何が主体になるの

か、何を生かせばいいのかというところを、行政がやはり入っていって皆さんとご懇談をする中で

官民一体となって、これは自分の地域の振興計画なり、自分たちの地域計画をまとめるべきだとと

らえておるわけであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 
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それでは地域振興という形の中で、米田市長のマニフェストにあります地域振興プランの内容に

も 

市民と市政のつながり、市民協働参画というような形で幾つかの項目、１、市民協働参画、市民

まちづくり応援団、地区コミュニティサポートセンター、それから地区行政窓口、４つの項目が記

載されておりますが、その中で私も市の周辺部に住んでおり、一番問題になる行政の活動支援とい

う観点からご質問をしたいと思います。 

４つの課題の中で、地区コミュニティサポートセンターとはどのような目的で、どんな組織で、

どのような位置づけのものなのか。また、取り組み方をお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

各地域、または集落、また、そのエリアといいましょうか、そういったところが、やはりこれか

ら一丸となってふるさとづくりなり、また、まちづくり、地域づくりをしていきたいというときに、

ひとつの行政の窓口、また、行政の核となるものを私は目指していきたいと思っております。 

今、旧市町の中にあります、いろんなものがあるわけであります。そういった今窓口になったり、

核になっておるものがあるわけであります。例えば旧市であれば公民館というのが、地域の核にな

っております。そういったところを、これから１つの出先のポジションという形ではなくて、すべ

ての行政が窓口になったり、また住民が、そこがよりどころとなるようなものに、もっていきたい

ということでございまして、これからそういったところを各地域の中でどこに置けばいいのか、ど

のような数の中で位置づけをすればいいのかというところを、これからみんなでやっていかなくて

はいけないのではなかろうかと思うわけであります。地域の要望もありましょうし、また行政が執

行する中で、どれぐらいの規模がいいのかというのも、これから議会と市民と一体となって進めて

いきたいと、私は思っておる次第でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

それではもう１点、地区行政窓口、どこに住んでいても均等な行政サービスが受けられるように、

必要に応じて設置しますというふうにうたわれておりますけれども、具体的な説明をお聞かせ願い

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ご存じのように、今ＩＴの時代に入るわけであります。非常にそういった意味では、どこでも受

けられる体制が整いつつあるわけでございまして、前段で古畑議員の質問にもありましたように、
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これから光ファイバー等いろいろ情報発信のこれから検討を、模索しなくてはいけないわけでござ

いまして、そういったところがより行政サービスが受けられる窓口になったり、また、今ほど言い

ましたコミュニティサポートセンターが、その機能を受け持つのか。そこらあたりも含めて、これ

からは検討していける時代ではなかろうかと思いますので、そういったものを早く取り入れれば、

早く市民の窓口になっていくのではないかなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

それでは第２問の関連質問に入りたいと思います。 

新市の事務組織及び機構は効率化に努めながら、住民サービスが低下しないように十分に配慮し、

整備するとありますが、市長に対して先ほど市長の方から、苦情等々はお聞きしていないという発

言がございましたが、私は市長に対して地域の人たちは不便を感じているというふうに苦言、苦情

を仰せつかっております。まだ新市として３カ月間余りの期間ですが、地域の人たちからは市長に、

何度も何度も足を運んで相談しても、すぐ結論がもらえなかったというような声さえ聞かれており

ます。 

支所の担当者では判断できなく、本庁に問い合わせなければ即答できないことが、幾度もあった

というふうに聞いております。そのような言葉を判断いたしまして、私は住民に利用しやすい支所

なのかという判断の中で、決してこれは住民には、利用しにくい施設ではなかろうかというふうに

私は判断したわけでございます。住民が利用しやすい支所とは、私は住民が問題や要望を手っとり

早く、最初にお願いしていくところが地元である支所であろうと考えております。 

加えて、住民の地域の隅々までも理解しているのは、地域の職員であり、支所の職員であると考

えておりますが、このような観点から、地域の人たちが、地域住民が期待している支所の体制を、

どのように考えていらっしゃるのか、支所長の見解をお伺いしたいと思いますが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小林能生支所長。 〔能生支所長 小林 忠君登壇〕 

○能生支所長（小林 忠君） 

お答えいたします。 

ただいま議員の方から住民からの問題、いろんな苦情等が寄せられても、なかなか対応できない

というお話を聞いておられるということでございますが、支所といたしましては、支所で処理でき

るものにつきましては、極力当然支所で処理をさせていただくという考え方のもとで、日ごろの事

務を担当させてもらっております。 

ただ、合併したのは３月１９日でございまして、その直後は大変混乱等がございまして、住民が

窓口にお見えになったときに若干の不手際はあったやもしれません。そのことが、そのように伝わ

っていることもあるのかなというふうに想像いたしております。 

また、今回の合併で住民の皆さんにはイメージとして、漠然と不便になるんではないかというお

考えもあるのではないかというふうに推察をしているところがございます。そんなことがないよう
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に職員には、例えば窓口に来て立っておられたら、こちらから積極的にどのようなご用でというよ

うなこと、いわゆる接客ということにつきまして指導しているところであります。 

また、住民の隅々まで理解をするべきではないかということでございますけれども、今回の合併

をいたしまして支所になった段階では、人事交流もございましたけれども、概ね旧地域の職員を主

体とした組織体制でございます。そんな点で、かなり住民の方々を隅々まで知っているというふう

に考えておりますし、ご不便のないように、今後も注意をしたいというように考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山崎青海支所長。 〔青海支所長 山崎利行君登壇〕 

○青海支所長（山崎利行君） 

先ほどの質問でございますが、市長からもお話をいたしましたとおり、支所の機能といたしまし

ては、住民の日常的業務についての明確な対応、それから緊急を要する施設等の維持管理、これを

第一にしております。私どもも３カ月を経過をいたしまして、これらの点において不備がないのか

非常に心配をしているところでございます。私もできる限り地域の会合等に出向きまして、それら

の実情の把握に努めているという状況でございます。 

聞くところによりますと、非常に支所は明るくなった、また、迅速に対応してくれたという意見

も聞いております。しかしながら、私の耳に入らない部分も、あるのではないかなというような危

惧をしとるわけでございまして、今後とも、そのように努めてまいりたいというように思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

いろいろなとらえ方があるんだなというふうに確認をさせていただきました。 

もう１点、３番目の責任の所在が明らかにできる。先ほど青海の支所長さまの方から、住民の日

常的業務の対応等々という形で、日常のことに関してはというふうに、判断を私はさせていただき

ましたけれども、例えば地域の人たち、住民は、窓口を支所のどこへ求めればよいのか。こういう

お話を申し上げたい、こういうことをご相談申し上げたいんだけれども、支所に足を運んだけれど

も、どこへ行って、どのお願いをすればいいのかというふうな、本当にお笑いになろうかと思いま

すけれども、初歩的な質問等々も寄せられていることは事実でございます。 

そこで、いろんな分掌事務の内容等を、地元の区長さんあたりが本当に理解していらっしゃるの

か。あるいはまた行政の方で、その周知をどのようになさっているのか。それをまずお聞かせ願い

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小林能生支所長。 〔能生支所長 小林 忠君登壇〕 

○能生支所長（小林 忠君） 
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お答えをいたします。 

ただいま支所のいろんな事務について、どんなところへ相談をすればいいのかということ。それ

に関連して、支所における分掌事務を、どのように周知をしているかというご質問というふうに思

うんですが、特に私ども能生支所につきましては、この合併直後にでありますけれども、先ほど来

ちょこちょこ出ておりますＣＡＴＶがございますので、全職員に自己紹介を含めまして、自分の担

当する事務等をテレビで録画をいたしまして、住民の方々にお流しをするというような形をとらせ

てもらっております。それから、そのほかに窓口へお見えになった際には、印刷物でございますけ

れども、事務分掌を印刷したものを配布をさせてもらっております。 

ただ、今そのようなお話をいただきましたので、この後、住民の方々の方に事務分掌を書いたよ

うなものを配布をしたい。回覧なり何なりを使って，させてもらおうかというふうに思いつきまし

たので、今後そのような形をとらせていただきたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

ぜひそのような方法で周知を図るとともに、住民サービスに努めていっていただきたいというふ

うに考えております。 

続きまして、機能、権能を実践するための人材教育についてお尋ねをいたします。 

地域や市民とともに歩む姿勢を持った職員、さらに地方分権を担う意識を持った職員の育成が必

要であると考えるが、市民の一部からは職員の対応に対する批判も聞かれますが、具体的にどのよ

うに考え、対応していくお考えかお尋ねをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

今ほどのご指摘は、もう市職員全員のことと受けとめて私は考えるわけでございまして、これか

らいろんな研修の機会、また、いろんな場を通じながら、１回目のご答弁でさせていただきました

が、職員の研鑽に努めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

それでは、もう１点お尋ねをいたします。 

地域や市民とともに歩む姿勢を持った職員という点から、お聞きいたします。 

人と人とのつながり、職員と住民とのつながり、人材教育に関しましてはあいさつからと考えて

おります。人材を育てるためには、最もあいさつが大切であると考えます。 

そこで、公共交通機関利用者、例えば市の職員の皆様方が住民とのつながりを持つ必要性から、

あるいはこの職場に足を運ぶ、お勤めのここへ通う方法として、いろんな形態があろうかと思いま
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すけれども、まず、公共交通機関利用者、例えば電車、あるいはバス、それらにお乗りになって、

ここに通われている職員の皆様方がどれだけいらっしゃるのか、もしおわかりでしたらお聞かせを

願いたい。 

なぜならば、そういう通勤者は通学の生徒、あるいは地域の人たちとのコミュニケーションが図

れるし、地域や市民とともに、この文書に書いてあります歩む姿勢が持てるんではないかなという

ふうに、ちょっと質問が横道にそれたかと思いますけれども、職員の通勤形態をお聞きしたいと思

います。 

それともう１点、らくらく通勤ハイウエー事業で、国道８号の早朝渋滞緩和策となる高速道路の

割引事業に、どのぐらいの職員が利用なさっているのか、これを人材教育に関してのとらえ方でご

質問をいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

通勤形態のお話ですが、本庁には今徒歩、あるいは電車、バス、あるいは自動車という交通手段

でそれぞれ来ておりますが、自動車で来られている方は約６割から７割くらいが、自動車通勤だと

いうふうに認識をしております。 

それから支所の方からこちらへ来てる高速を使っておられる方の話ですが、最近見ておりますと、

かなりの方が来るときは高速を使って、帰りは下の一般国道を帰るという方が、多くふえてるとい

うような実態であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

それでは、やはりここに通勤なさっている方々と通勤時間帯でのコミュニケーション、学生だと

か、あるいは地域の人たちとのコミュニケーションは、なかなか図り得がたいものがあるというこ

とで判断させていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

職員が通勤する手段の１つですので、それと住民がコミュニケーションを持つとかというのは、

若干話が異なってくると思いますので、答弁は控えさせてもらっておきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大滝議員。 

○５番（大滝 豊君） 

大変失礼をいたしました。今の発言は撤回をさせていただきます。 
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それでは、いろんなことをいろんな形で、本当に市民、住民に近い立場の形で、お聞かせ願いま

して質問いたしました。 

とにかく市長は所信どおり、合併で抱えた多くの課題に自信と勇気を持ち、取り組んでいってい

ただくことをお願いいたしまして一般質問を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、大滝議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

関連質問なしと認めます。 

ここで約１０分間休憩いたします。再開は２時５５分です。 

 

〈午後２時４５分 休憩〉 

 

〈午後２時５５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き再開いたします。 

次に、鈴木勢子議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 〔１９番 鈴木勢子君登壇〕 

○１９番（鈴木勢子君） 

まず初めに、議会議員のバイブル書でもある学陽書房発行の議員必携では、議会と執行機関は

１歩離れ、２歩離れるなと明記しております。執行機関に近づき過ぎて１つになっては、議会本来

のチェック機能も適正な政策判断もできないのは当然で、議会の存在理由もなくなってしまい、こ

の原則が守られなければ行政は乱れ、ゆがめられ、民主的で公平な運営が損なわれるとも明記して

おります。 

そこで、私は新市議会初めての一般質問を、通告書に基づき４項目質問いたします。 

まず１番目、市民の目線に立った市政の確立に向けて。 

地方公共団体は、住民の安全と健康及び福祉を保持し、市職員はその向上と住民サービスに努め

ることが最大の仕事であり、最少の経費で最大の効果を上げることは、地方自治法第２条にもある

ように当然のことであります。 

議会議員においての使命と職責も、市政全体の行財政が公平、効率的に、民主的になされている

かを批判し、監視することであります。 

これは単なる批評や論評ではなく、あくまでも住民の立場に立ってなされる批判と監視であり、

私個人の利害によるものではありません。また、私は建設的な意見を提言し、よりよい市政を目指

していきたいとの観点で、次の点についてお尋ねいたします。 
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(1) 新市の組織は、あらゆる分野の施策を遂行する大事な機構でありますが、合併以前に積み

上げたもので、新市長の公約を反映するには、見直しも必要と受けとめておりますが、今後

の方針はいかがでしょうか。 

(2) 市の広報紙やおしらせばん、ホームページなどは、開かれた市政への入り口でもあり、高

齢者や子供にもわかりやすく、見やすい内容にしていくべきと考えているが、その見解はい

かがでしょうか。 

例えば、 

① 市広報紙の分野別や地域別の分類。 

② ホームページの目次は市民の目線でより明確に。 

③ ホームページ「市長へのたより」は市長のページとし、市長交際費や市長の行動、日程

などの公開ページへ。 

④ 市民以外からのアクセスで、分かりやすい交流都市を。 

⑤ ホームページの入札結果の公開は、きめ細かな更新を。 

⑥ 次世代を担う低年齢層を対象とした「子どもしんぶん」の発行。 

⑦ わかりにくい、ごみ分別収集カレンダーの見直し。 

(3) 合併後の能生支所、青海支所機能に問題は生じていないでしょうか。また、住民説明が不

十分のまま変更した諸事業や項目は、どのぐらいあるでしょうか。 

  １市２町対等合併であるなら、各地域に根ざした自治独立と、権限を保持した支所にすべ

きではないでしょうか。 

(4) 市総合計画をはじめとする各種審議会委員は原則公募とし、同じ人が重複しないシステム

と、女性の登用の拡大を図るべきではないでしょうか。 

質問の２番目、少子化対策と新市次世代育成支援行動計画の推進について、お尋ねいたします。 

国の時限立法でもある次世代育成支援推進法は、企業にも計画策定を義務づけ、国はエンゼルプ

ラン、新エンゼルプランに続く、子育て支援と少子化対策の拡大を図りました。 

旧市町でもこれを受け、計画の策定作業を進め、３月には行動計画が示されましたが、財政の確

保と推進体制の整備が最大の課題と私は受けとめております。 

そこで、次の点についてお尋ねいたします。 

(1) 「子育てするなら上越市」といわれる先進地、上越市は、従来の福祉分野からこども福祉

課を新設し、子育て支援事業を充実してきました。近年では、次世代育成支援課も設けて、

その支援拡大をしております。 

  当市において、次世代育成支援行動計画を本気で取り組まねば、明るい未来への展望も開

けないと考えております。しかし、現行の市組織体制では限度があり、少子化、子育て支援

対策としての独立した課と専門性が、より求められるのは必然であり、その見解を伺います。 

(2) 行動計画へのこれからの取り組みはいかがでしょうか。また、外部専門家を交えて、実効

性のあるものにすべきではないでしょうか。棚のぼたもち的に終わらないための今後の財源

確保と、その推進体制を伺います。 

質問の３番目、新市男女共同参画プランの推進と、その組織機構の見直しについてお尋ねいたし

ます。 
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国は、１９９９年施行の男女共同参画社会基本法を国の最重要課題と位置づけ、これを受け、各

自治体では、その計画策定や、条例制定に向け、推進に取り組んできました。 

この男女共同参画社会基本法は、男女のみならず、少子化対策や高齢者福祉に至るまで、あらゆ

る分野で、すべての人にやさしい政策理念が織り込まれております。近年では単独の課を設け、そ

の推進に力を入れる先進自治体も多く見られます。 

(1) 旧市町では、合併前にそれぞれ策定された計画がありますが、新市においては、旧糸魚川

市が策定した計画を中心に推進していくのでしょうか。 

(2) 旧市での所管は、環境ごみ処理分野と同じ地域生活課でありましたが、その無理解さと認

識の低さに外部から、前市長の昨年１２月定例議会の発言とともに注目されているところで

あります。 

  新市でも、課の名称はかわりましたが、旧態依然のまちづくり課に置かれ、推進体制に限

度が見られます。単独の課を設けられない自治体では総務課に所管を置き、市政全体での政

策を展開しておりますが、当市においても先進地との格差が大きくなる中で、その推進体制

と今後の組織の見直しについてお伺いいたします。 

(3) 新市全職員６００名を超え７００名近くの中で、女性管理職ゼロ、係長以上もわずか５名

という少なさは、まさにこの分野での糸魚川市は後進地であることをあらわしておりますが、

新市長の認識と今後の取り組みについて伺います。 

質問の４番目、安心で安全な市民生活と防災整備体制について。 

合併により、広大な面積と多くの山間部を抱える新市において、中越地震並みの災害が生じたと

きは、陸の孤島となりかねない地形であります。その中で、より充実した防災整備体制が求められ

ていきますが、次の点についてお尋ねいたします。 

(1) 合併前の旧青海町においては、毛布一つとっても備蓄数はわずかでありました。新消防庁

舎の防災備蓄品は、計画目標数の半数以下であったかと思いますが、その後、全市での防災

備蓄数は完備されたのでしょうか。その種類と備蓄数、保管場所を資料によりお願いいたし

ます。 

(2) 大きな災害を想定すると、新消防庁舎を中心とする一極集中保管でなく、各地域、各支所、

公民館単位の分散型が望ましいと考えておりますが、今後の方針はいかがでしょうか。 

(3) 新市の各避難場所への誘導表示は、高齢者や子供にとってもわかりやすく、市ホームペー

ジ同様に、文字中心からイラスト入り地図で表示した、いざというときに役立つように整備、

見直しすべきではないでしょうか。 

(4) 行政が整備するもののほか、各世帯での防災グッズの備えも必要かと思いますが、そのあ

っせんと助成制度を図り、官民一体のより充実した整備体制を進めてはいかがでしょうか。 

以上、４項目１３点について、お尋ねいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

鈴木議員のご質問にお答えいたします。 
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まず、１番目のご質問の１点目、新市の組織の見直しについてでありますが、現在の組織、機構

は合併前に検討され、調整された体制でありますので、私の公約につきましては、今検討されてい

る状態であり、まだ組織の見直しというところに進めるという段階には至っておりません。必要な

ときに、見直しをさせていただきたいと存じます。 

今後、市民ニーズや新しい行政課題への対応、機能的な組織体制などを行政改革推進の基本方針

に基づき検討し、柔軟に組織の見直しを行っていきたいと考えております。 

２点目の広報紙やホームページなど市民への広報についてでありますが、高齢者や子供たちにも

わかるような、広報紙やホームページの作成に努めておりますが、鈴木議員のご意見につきまして

は、今後の参考とさせていただきたいと思います。 

また、ごみ分別収集カレンダーの見直しということでございますが、よりわかりやすいカレンダ

ーの作成に努めてまいりましたが、今後とも改善を加えながら、さらにわかりやすいカレンダーの

作成に努めてまいりたいと考えております。 

３点目の支所機能についてですが、合併後、約３カ月が経過しようとしておりますが、現段階で

問題が生じているとの報告は受けておりません。また、住民説明不十分のまま変更項目ということ

でありますが、現在のところ合併前に皆様にお示ししました調整項目に沿って進めており、合併後、

変更に至った項目はないと思っております。 

また、支所の権能につきましては合併協議において、地域の総合的窓口と施設の維持管理等に関

する即時対応機能の充実を目指すこととあり、地域直結の組織、機構として、支所管内の住民自治

活動や地域づくり活動に対する参画支援といった積極的な展開を、図る必要があるものと考えてお

ります。 

４点目の各種審議委員会委員の公募制と女性の登用拡大についてでありますが、総合計画をはじ

めとする各種計画の策定段階では、基本的に公募制を取り入れることで考えております。そのため

には、まず市民の皆様から市政に関心を持っていただけるよう情報提供に努めるとともに、女性の

登用も含め今後とも幅広い人材の登用に努めてまいります。 

２番目のご質問でありますが、当市の少子化対策、子育て支援の主幹課は福祉事務所となってお

り、当面はこの体制で関係各課との連携を図って、全庁的に取り組んでまいります。 

なお、行動計画の進行管理については、関係課で組織する進行管理委員会を設置するとともに、

これから策定する新市の総合計画において具体的な事業を反映させ、財源的な裏づけをしながら行

動計画の実現化に努めます。 

３番目のご質問の１点目、旧市町で策定された男女共同参画プランにつきましては、糸魚川、能

生、青海、それぞれの地域の実情に合わせてつくられたプランであると認識しており、平成２０年

に策定を予定している新市の男女共同参画プランができるまでの間、各地域の実情に合ったそれぞ

れのプランにより、推進していくこととしております。 

２点目の男女共同参画プランの推進体制につきましては、旧市町にはなかった単独の担当係とし

て、まちづくり課に協働参画係を新たに設け、取り組みの中心となり各種施策を推進してまいりま

す。よって、現段階での組織の見直しは考えておりません。 

次に、３点目の職員の役員登用についてでありますが、女性管理職の現状につきましては鈴木議

員ご指摘のとおりでありますが、役員登用にあたりましては能力のある職員、やる気のある職員に
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つきましては、女性、男性区別なく任用を進めております。さらに、その判断材料としての人事評

価制度も、早期に導入していく必要があると考えております。 

続きまして、４番目の安心で安全な市民生活と防災整備体制についての１点目、防災備蓄品の整

備と、２点目の保管場所について、あわせてお答えいたします。 

防災センターの防災備品につきましては、平成１６年度、１７年度の２カ年で整備を進めており

ます。また、防災備品の保管場所はご指摘のとおり、災害時の交通の遮断などに備えて分散配置が

望ましいことから、能生、青海の各支所単位でも備蓄を行っております。 

次に、３点目の避難所の誘導表示についてでありますが、緊急時においてだれにでもわかりやす

い避難所の案内は重要なことであり、地域防災計画の見直しの後、わかりやすい避難所となるよう

順次改善に努めてまいります。 

４番目の各世帯へ防災グッズのあっせんと助成制度についてでありますが、非常時に備えて各家

庭に防災グッズを備えることの重要性については、市民の皆さんへの啓発に努めてまいりますが、

防災グッズは各世帯の責任において準備していただくものであり、あっせんや助成を行う考えはあ

りません。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長から答弁もあ

りますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

それでは、質問１番目についてお尋ねいたします。 

ただいま市長は組織、機構につきましては柔軟にということで、即はやらないということであり

ますが、やはりこの組織、機構というのは、非常に市政を実効性のあるものにしていくには、もう

大切なものですので、ぜひ新市長としてのこれまでの前市長で取り組めなかったことを展開するに

は、私は大事なことだと思ってます。 

先進地の事例を見ましても、前市長がやれなかったことを選挙によって新しい市長がやっている

というのは、まずこの組織、機構改革なんですね。ですから答弁については柔軟ということですが、

柔軟が柔軟過ぎてしまってどんどんどんどん先送り、これでは市長の任期もあっと言う間に終わっ

ていくんではないかと思いますが、ここのあたりをもう一度答弁ください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

確かに組織、機構の見直しなり、組織の体制というのは大切だと思っております。しかし、それ

もこれも私の公約なり、行政の運営がうまくいくかいかないかというところが問題でありまして、

組織、機構は、その問題解消のための手法としてとらえておるわけでございまして、今合併したば

かりでございまして、職員の能力把握が今大切ととらえておりまして、そういったいろいろな問題

が出そろったとこで、もしこれが必要だとありましたら、その時点で見直しをさせていただきたい
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と思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

そのときに対応するということでありますが、年度内にはなかなか難しいことかと私は思います。

ですから１年、２年という年度は、あっと言う間に過ぎていくんではないかなという観点で申し上

げたわけですけれども、今後どこに問題があるかということを、外にも目を向けて見てやっていた

だきたいと思います。 

細かい点についてですが、ホームページについても、いろいろと他の県内外の市のものを見まし

ても、非常に今変わってきております。遠くの例えば県外の市の事例を申し上げても何ですので、

一番身近な上越市ですね、ここのホームページをまず開くと、非常に糸魚川市との大きな違い、ま

ず１市１３町村と１月１日で合併したわけですけれども、その地図が出るんですね、上越市と周辺

１３が色別で。それが、もちろん画面が動くんですけれども、１４に固まって、新しい上越市が形

になって、それが新潟県のどこのところかというのが出ます。画面はずっと動く、その新潟県全体

の今度は地図が出て、新潟県が全国地図が出てここと。そうしますと活字でくどくど並べるよりも、

非常にわかりやすい。 

インターネットの普及率ということでは、今は高齢者というと何でございますけれども、とにか

くもういろんな層の人たちがパソコンを、家庭でインターネットをつなげてやっていると私は思う

んですね。そうしたときに、だれにでもわかりやすいこの上越市のはすごいと思うんですね、それ

で高く評価する。まさに見ていただいたらわかることで、見ないとわかりません。 

それから、お年寄りのためばかりじゃないのかなとも思うんです。文字を大きくする操作もでき

るんですね、画面を大きく。それから英字、イングリッシュって外国人の人もすれば、英語で全部

上越市のが出るんですね。これは上越市に限らず、いろんなところでやってます。 

そういうところで、私はやはり今までの市長がやれなかったことを、何度も言いますが、外を見

て、家の中だけで見てたら、全然問題がどこにあるかもわかりません。外を見て、素直にやっぱり

糸魚川市は、ここがちょっとまずいなとか、ここは市民から見たら、職員はわかっているからつく

っているんですよね、市民はわからない。それに早く気づいて、実行してほしいと思います。 

それから市長のページも、通告書を出していろいろ見ましたら、市長のページていうのは今工事

中となっていましたね。だから、いずれは整備されるんだと思うんですが、他の市と違うところは

どういうことか。つまりここの中で市長の交際費ですね、どういうもので、月別で幾ら使ったかと

いうこと。それから行動日程ですね、行動日程について私たち議会側も、あまり新市になったらよ

くわかりません。旧青海町の場合は１週間単位で、町長とか教育長は全部所管の人が１週間単位で、

県庁へ行く、どこへ行く、もう全部把握できたんですが、新市は１カ月の本当に大ざっぱなものが

出てくるだけですから、議会側も市長の行動を把握し切れないという問題もあるかと思います。 

それで、そこのページに日程とか、あと定例記者会見の内容を入れてるところも多いですね。も

うそういうところで、どんどんどんどん外を見ていけば、気づくことがたくさんあって、もうやれ

ることはいっぱいあるんですね。これは大してお金がかからないことですから、そういうところで、
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「開かれた市政の確立に向けて」というタイトルをつけさせていただきました。 

あえて非常に外を見てということを力説しましたけども、やはり外のところを見れば、糸魚川市

でももちろんいいところもいっぱいありますけれども、問題も多いというところで、見て改革して

ほしいと思います。 

次世代を担う低年齢層の子供ですけれども、子供新聞の発行も含めて、あえて活字で子供新聞と

いうところを出してるところもありますが、私はホームページ等で今小学生もインターネットを、

パソコンをやりますので、これは教育の一環として、旧青海町もかなりパソコンの整備はしてきた

ところでありますので、全市も同様かと思いますが、やはり小学生も含めた子供たちにも、糸魚川

市ってこうだよとわかりやすく、人と人とのつながりを力説されるんであれば、人は何も成人者だ

けではないはずなんですね。それが５年、１０年後に社会人になっていくという観点で、ぜひホー

ムページ等でもやってほしい。 

それから上越市は単独でウエーブ、上越子育て広場というのを持ってますね。ですから目次を一

緒にしちゃうと、あれもこれも、あれもこれもいっぱいで、どこにしていいかわからない。だから

上越市は、２番目の質問と重複するんですが、高齢者福祉課、それから従来の保健、健康増進、福

祉と、子育てのこども福祉課と分けたというところで、政策がどんどん展開できる。ウエーブも上

越子育て広場で、ここで乳幼児の助成とか予防接種、それから施設のガイド、各種相談、子供の虐

待１１０番、すべて見れるんですね。市民の目線に立った仕事を、私はぜひしてほしいと思います。 

人数がこれだけ人口５万１,０００人の中で、職員はあり余るとは言えませんが、大勢いらっし

ゃるわけで、１人１台パソコンを持っていますから、この機能を活用していけば、かなりのことが

できるんですね。パソコンがやれる作業というのは、人間１人の作業ともう比較になりませんよね。

これはそちら側にいらっしゃる方は、当然みんなできるから十分わかっていると思うんですが、こ

れでやったら、もうできないはずはありません。ぜひ前向きな取り組みをお願いいたします。 

１番目の最後のごみ収集カレンダーですが、新しい市になりまして、これはＡ３版のものができ

てきました。青海町の後の支所の問題とも関係あるんですが、旧青海町と比べたら非常にわかりに

くい。例えば分別、プラスチックのもＡ４版になったんですね。青海町はかつてはＢ３だったんで

す。同じサイズ、同じＡ４、Ｂ４でも、ＡかＢのどちらかの版が大きいかというのは、ご存じだと

思います。Ｂ３がＡ３、半分以下でしょう。お年寄りの家庭、本当に気の毒なんですよね。細かく

て、皆さん大体冷蔵庫の上に張ってますけれども、ごみを分別する日にちとか回数は、確かに改善

されているんですが、なかなかお年寄りにはわからないんです。私ね、ちゃんとごみを家庭で分別

している職員が、この表をつくっているのかなと疑いたくなる。旧青海町のときも、いろいろ問題

がありましたけれども、お金もそんなにかかることではないので、これもぜひ改善してほしいと思

います。 

大きな２番目に入ります。失礼しました、１番目の２と３。 

○議長（松尾徹郎君） 

要望ですね。 

○１９番（鈴木勢子君） 

はい。 

あと支所の関係ですけれども、問題が起きてないということですが、今市長の答弁で、例えば旧



 

 

－ 317 － 

＋ 

青海町で放送していました議会開催の前日に、７時１５分前に、あすは議会で何々、一般質問とか

あったんですが、これはどうなりましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

議会等の日程につきましては、あらかじめ事前にわかるものと、ある一定の時期でなければ、わ

からない時期がありますので、そこら辺については適宜判断しながら、対応させていただきたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

例えば今回の定例議会１つとっても、６日の日にもうスタートでしょう。６日にスタートという

ことは、私たち議員というのはいつ知らされますか、５日の夜ではないはずでしょう。議員が知っ

てることを旧青海町では、もう１５分前に知らせてたんですよ。できないはずないですよ。ですか

ら、その都度その都度やってました。今度放送がなくなったから、どうしたんですかという問い合

わせがありましたけれども、私もよくわからない。たまたま今支所の中にある消防の連絡ミスなの

かなと思ったら、どうもずっとやらないみたいなんですね。 

こういうことを１つも、これが説明をきちっと、こういうことはもうやりませんよと言ってるん

だったらいいんですけれども、突然合併して新しい議会がスタートして、旧町民もあれっと思いま

すよね。これ説明ありました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

それぞれの周知の方法は旧糸魚川市、旧能生町、旧青海町、それぞれ違ったものというふうに思

ってますので、そこら辺は内容を確認し、より皆様に公開していけるように検討してまいりたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

ですから旧青海町は私は全市に合わせて、やらないならやらないという説明があったのかどうか

っていう。これからじゃあまた、青海はやってますか、青海はやってないんですよ。説明があって、

やりませんというんだったら了解できるけれども、全く説明がなかったと思います。 

それから、例えば旧青海町でやってました８月６日、８月９日、８月１５日、これから先のこと、

これはどうされますか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

終戦等のことだというふうに、日程からいくと、そうだというふうに思ってますが、そこら辺に

ついては今後の課題と思ってますので、また市長とも相談し、適切な対応をして、するようになれ

ば、適切な周知をしてまいります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

それでは先ほど支所の機能について、合併前の機能、水準を維持することという答弁があったか

と思うんですが、継続してやる場合はよろしいかと思いますよ。でも８月６日、９日、１５日、議

会も含めてやらないんでしたら、もうやりませんという説明はしっかりしていただきたい、それは

すべきであると思います。旧町民は聞いてませんので。 

それから大きな２番の少子化も、何人かの議員の方が質問で、もう市からも答弁されているんで

すが、この次世代育成の３つの旧市町でやったものを、すり合わせていかなければいけない。 

総合計画、総合計画と言われるんですけれども、何でも総合計画へ盛り込むときに、その１つの

分野、子育て支援なら子育て支援の基本となる計画がなかったら、総合計画にぽんと持っていけな

い。そういうふうにしていくと、総合計画も実効性のないものになってしまう。これはもう行政を

長くやっている皆さんの方が、プロだからご存じでしょう。だからそこを、今３つのプランをどう

いうふうにしていくかということを聞いてるわけ。 

先進地でもどうしているか、子育てするなら上越市。これは先ほど子育て支援で、公民館単位で

子供の公民館、つまり子供の家という名称で、３７カ所つくったんですね。大人の公民館じゃなく

て子供の公民館。それは何でできたかといったら、まさに１番の質問と重なるんですが、組織、機

構なんですよね。単独でこども福祉課を設けているから、それだけ政策。だから先進地の事例、も

う県内外を見てください。もう一番近いところは上越、日帰りでも行ってこれますので、ここの認

識をもう一度お尋ねいたします。 

どういうふうにこの行動計画のすり合わせ、さっき福祉事務所の織田所長が言われたんですが、

もう少しわかりやすくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

次世代育成支援行動計画につきましては、合併前に１市２町それぞれ作成させてもらいました。

そういうことで現在３冊をまとめて、新市の行動計画ということになっておりますけれども，ご覧

になってわかるとおり、なかなかわかりづらいということです。１冊１冊見なきゃなりませんので、



 

 

－ 319 － 

＋ 

わかりづらいですので、現在、概要版を作成中であります。概要版では何とかこの３冊を１冊にま

とめたいなということで考えております。そういうことで、とりあえずはまとめる作業をさしても

らっております。 

それから、今後の進行管理なんですけれども、先ほど市長の方から答弁がありましたとおり、一

応部内の方で関係課で、進行管理委員会をつくって進行していこうということで考えております。 

ただ、この行動計画をご覧になるとわかると思うんですけれども、国の方から様式が示されたも

のに沿っているわけですけれども、計画期間が前期５年、後期５年ということで非常に大くくりで

あります。したがいまして今後やるときには、じゃあこの５年間のうち何年度なのかという点も、

今後きちんとしなきゃならんということになります。 

それからもう１つは、金額等は掲載しなくてもいいということなもんですか、事業費の方も明確

になっておりません。そういうことも含めまして総合計画の中で、何年度でどれだけの事業費です

るかということで、今後検討してまいりたいということで考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

まず計画が大事ですよね。総合計画は根幹ですけれども、子育て支援、次世代育成ね、国がどう

してこういうものを、新エンゼルプランでもやれなかったことを、どうしてここへ持ってきたかと

いう、厚生労働省、これはもうホームページですぐ見れます。 

次世代育成の法律も、まさにもう大事な大事なことですよね。これからの５年、１０年、時限立

法でしょう。ですから、ここの新しく合併した新市で、思い切ったことをやれると思うんですよ。

何かずっとやれなかったら前市長と同じのらりくらり、いや、そういうふうに評価されても仕方が

ないということですよね。ですから、私は思い切った政策をしてほしい。 

それから旧青海町で、第３子の保育料の免税ということがあったんですが、伊藤議員も質問して

ましたが、これ全市に拡大しますと、どれぐらいの予算いりますか、第３子の。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

それにつきましては免除するわけですけれども、今現在新年度の保育料を算定中です。その辺の

算定した段階で、その辺の数字が出るかなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

先ほど、このまんまでいくと保育所とか学校の就学児童にも影響を及ぼすというから、そこの数
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字で青海町の数を掛けたら大体出ませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

保育料につきましては、各児童の保護者の収入によってランクが違っておりますので、その辺も

しませんと数字的には出ないかなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

ぜひそのあたりも、旧青海町でやってたことをカットしていくのではなくて、新市全体の子育て

支援として、また考えていくのも１つの方法かなと思います。 

最後に、少子化というのは、人口減少だけではなくて近未来納税者の減少、それから労働力不足

にもつながっていきますので大事なことですね。 

上越市は、子育てするなら上越市の最後に提言されているものが専門家、東大の塩見助教授も交

えているんですが、次々と具体化されると、次は何をしていくかとまた市民でね、そういう形で未

来につながっていくという。私は新しい市で、こういう未来につながる子育て支援を、ぜひ一緒に

やっていきたいなと思います。 

それから３番目の男女共同参画のこれは、まず、まちづくり課では残念ながら無理です。もう先

進地を見てください。それから市長、共同参画の国の基本法と文字が違うの。協働、だからもう国

の基本法が、新しい新市ではやってないということです。これについてのご見解。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

１回目のご答弁で申し上げたとおり、私は能力のある職員は、やはりそれなりのところで働いて

いただきたい。適材適所を目指していく中で、男女もその中で考えてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

そうすると平成２０年にプランつくるというと、あと４年でしょう。どうするんですか、それま

での推進は。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

先ほども言いましたように、それをしなければ男女の改善をしないということではございません。

それはそれで進めていきますが、私は能力がある人はやはり能力があるところで、いろんな適材適

所の中で、やはり働いていただきたいということでありまして、男女ということで逆に考えると、

やはり分け隔てをしないでいく方向で、私は検討していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

鈴木議員。 

○１９番（鈴木勢子君） 

ただいまの答弁を聞いていますと、この基本法の精神がわかってないんですね。政府がつくった

ものを、自民党がすばらしい前文を入れたんです。もう少しここを勉強してほしい。管理職も含め

た職員の研修をしていけば、先が開けるはずです。 

次、防災の方ですけれども、全くこれは少ないという、もう検討してほしいと思いますが、いか

がですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

検討してまいると１回目でお答えしてますので、やらさせていただきます。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、鈴木議員の質問が終わりました。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

 

〈午後３時２３分 延会〉 
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